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ヘブル書　1:1-2
　今日からヘブル人への手紙を読み進める。そういう名前で呼ばれているけれど、この書自体には「ヘブル人」という呼び方が出てくるわけではない。新約で見られるのはパウロが自分のことを「ヘブル人」と称している箇所くらいで、大半はイスラエル人、あるいはユダヤ人と呼ぶ。もっともヘブルという呼称は古代からのもので、考古学的遺跡からも発見されているようだ。そんなはるか昔からの系譜を意識しつつ、パウロはヘブル人という言い方を使ったのかもしれない。そんな思いを受け継いだのか、この書はヘブル人への手紙と呼ばれるようになった。内容的に、神との長い歴史を持つ民を意識して書かれているのは確かなことだからだ。ちなみに著者は不明だ。ずっと昔はパウロだと思われていたけれど、文体その他からかなり無理がある。バルナバかもしれないという説もあり、単なる憶測で明確な根拠はないけれど、否定すべき理由も見当たらないということで、パルナバのような立場の人、というのが一般的な受け止め方だ。ともかく、旧約の話とも結びつけながら、この書は話を展開していく。それはイエスご自身が語られたやり方でもある。
 
 
ヘブル書　1:1-2
　この書は冒頭部分が保存されなかったと理解されている。挨拶や自己紹介、宛先などがないのだ。そして突然、話は本論に入っている。研究のためには惜しいことだが、聖書としての内容からすると、そんなことが全く気にならないほど、ここから先の話は力強く語られている。旧約とのつながりがたくさん出てくるが、そのあたりもできるだけ解説を加えつつ、読み進めていくつもりだ。
 
 
ヘブル書　1:1-2
　この１章は、御子キリストという存在がどれほど特別なものであるかを語っている。この冒頭部分では旧約の預言者と比較している。ヘブル人の間では預言者は尊ばれ、彼らの言葉は貴重なものとして受け止められていた。だとすれば、なのである。それなら、今ここに、自分たちの目の前におられるのは神の御子であり、その方が語られている言葉の意義と価値は、預言者たちのものをはるかに上回るものではないか。そのように呼びかけて、読者がキリストの言葉、つまりは福音に対して全幅の信頼と期待を抱き続けるようにとの勧めが告げられているのだ。この背景には弾圧が厳しくなっていたことがある。周囲からはキリスト教など無意味だとの攻撃があり、信者たちも揺れ動いていた。だからこそ、あの預言者らに勝る方の言葉、であることが指し示されている。使徒4:19も参照したい。
 
 
ヘブル書　1:2-3
　その御子がどのような方であるかを、まずはその偉大さ、栄光の面から語っている。圧縮された言葉によって、キリストの神性から贖いの御業までが一気に語られている。むろん、読者はそれぞれの意味合いを知っているという前提だからで、項目を挙げることで思い出させようとする意図である。これほどまでに偉大な方が告げられた福音を、たとえ状況が厳しいとしても、それで手放してしまって良いのか。いや、人々のあざける声に惑わされて、福音そのものを意味なしとして捨ててしまって良いのか、という問いかけにつながる。人は弱いから、強いられて、恐れから捨ててしまうことはあるかもしれない。でも、御子の価値そのものに気づかないままに投げ捨ててしまうなど、そんな愚かで悲しいことがあってはならないのだ、という思いが強く示されている。
 
 
ヘブル書　1:4-14
　次に、イエス・キリストと天使とを比較している。それは当時の読者にとって、天使という存在は実に意義深いものとして受け止められていたからだろう。人々は天使の言葉には耳を傾け、大事なものとして尊重する。少々の困難があっても天使が語ってくれるならば乗り越えていける。そんな感じだ。だとしたら、天使よりもはるかにまさる方であるキリストの言葉は、人々にとって大事な、そして力強い基盤になっていくはずだとの語りである。その意味合いを少し詳しく見ていこう。
 
 
ヘブル書　1:4-5
　天使と御子との違いは、その呼び名の通りであるが、キリストは神の御子であるということが最も大きい。父なる神はキリストに対して「わたしの子」と呼ぶのだ。これはマタイ3:17などのキリストのバプテスマの場面をも思い出させるが、旧約では詩篇2:7が元になっている。ヘブル人の意識では、神と人とは決して同類にはなり得ないわけで、そこでこのような呼びかけがあることは重大な意味合いとなる。だから天使などとは比較にならない存在、ということである。それにしても、キリストは偉大な人間に過ぎず、神の御子ではないと主張する人々もあるけれど、聖書の教えを大事に受け止めようとするならば、その主張は何とも奇妙な話だ。それが成り立つならばヘブル書は冒頭から瓦解する。
 
 
ヘブル書　1:6-9
　御子と天使の違いは、天使は御子を拝むという関係なのだから、それだけでも十分に明らかである。天使は確かに高い能力と性質を持っているが、あくまでも仕える者なのだ。御子は8-9節にあるように世界を支配する権限を持っている方である。私たちはこの方を「主」と呼ぶのだが、それは単に私にとって素晴らしいお方、という意味だけではなく、もっと一般的に、この世界全体にとっての「主」であることを、少なくともクリスチャンたちはちゃんと意識しておきたい。神の教えはしばしば、そういう立ち位置を前提として語られているものなのだから。
ヘブル書　1:10-14
　御子については、この方が天地創造の主権者であることが告げられている。詳しい中身は三位一体に関わることで今は割愛するけれど、父なる神を礼拝するならば御子キリストもまた同様に扱われるべき方、そのように提示されている。だとしたら、この方の言葉や行動に意義があり、権威があるのは当然だ。天使がどれほど素敵でも、比較にならないとはこのことである。御子については、世界の始まる前からの存在、ということが触れられている。そのように比較にならないほどの違いがある。そのような方が人に語りかけ、約束を与え、そして行動を起こしてくださったのだから、この方の指し示す福音は何よりも意義深いものであるはず、ということだ。
 
 
ヘブル書　1:14
　この指摘を見ると、この時代にも天使に対する過度の意識が広がっていたのだろうな、ということが推測される。たしかに天使は輝ける印象が強いし、目に見えない神様と違って、人の目に見える機会は聖書にも多く記されている。神への恐れに比べて天使のほうが取っつきやすいということもあるだろうか。でも、天使はあくまでも「仕える霊」であり、礼拝の対象でも信従の対象でもない。悪意のない天使にすら惑わされることを思うと（人間が勝手に惑っているのだが）、それこそ悪魔や様々な悪意あるものにあっけなく惑わされるという現実は当然でもある。それが人の抱えている弱さだと自覚して、よくよく警戒する必要があるのだ。
 
 
ヘブル書　2:1-4
　この書は弾圧の中で苦悩していた人々に向けた呼びかけであるが、だからこそ、ここに真に頼りになるものがあることを知ってもらわねば、という熱い思いが見える。もし、解決策がないのなら、慰めに徹し、その痛みを少しでも軽減すべく担い合うことが重視される。でも、ちゃんと解決策があるのだとしたら、慰めの言葉の軸になるのは、その答えを提示することにあるのは当然だ。だからこそ、その答えを見失って混迷している人々に、ヘブル書は強い言い方さえ用いて、何とかして真の安堵へ至ることができるようにと、必死なのである。ここにあるのはとても厳しい言葉だけれど、それほどに真実は確か、なのだ。
 
 
ヘブル書　2:3-4
　福音がどのようにして人々のもとに届けられたのか、その内容は福音書や使徒の働きに詳しく書き記されている通りで、ここでは簡潔に語られている。まず主ご自身によって、それからそばで見ていた弟子たちの証言によって、それを聞いた人々がまた別の人にも伝えること、それが単なる人間の業ではなく神ご自身の御業であることが奇跡の類によって示されていく。いわゆる奇跡に限らずとも、人々が罪の背景を離れて歩み出すならば、そういう姿、人々の変化は、きっと多くの人にこの福音の真実さについて、考え始めるものなのであろう。こういう前進は、大昔だけのことではなく、今現在もまた進められているものであることを、私たちは回りでいくらでも見ることができる。何よりの励ましであろう。
 
 
ヘブル書　2:5-9
　救い主である御子のことが続けて紹介されている。信頼して、期待して良い方がおられるのだ、と告げるためのものだ。まず述べられているのは、この方は世の全てを支配されている方だ、ということである。御使いではなくこの救い主こそ、である。それはつまり、御使いに期待するよりもはるかに素晴らしい道筋が、この方のもとには広がっている、ということである。私たちの救い主が神の御子であることは重要だ。さもなければ、つまりは、そこそこ程度の力しか持っていないのだとしたら、その方に頼ってみてもうまくいかないかもしれず、ということになってしまう。弱さが悪いわけではない。でも、救い主に関しては、絶対的な確かさがなければ意味がない。大丈夫、安心してよい、と告げられているのだ。
 
 
ヘブル書　2:6-9
　この箇所の理解は、少々、留意が必要だ。この引用は詩篇8篇からのものだが、そこに書かれている意味合いは、神がこんなつたない人間たちを顧みて下さっているという、そのあわれみと祝福に対する感謝と喜びである。だからこそ、人は神の恵みを崇めて、主の御業をほめたたえるべき、という趣旨にもなる。だから当然そこで語られているのは人間全体のことだ。それをヘブル書では転用して、キリストという特別な存在を語るための材料として用いている。引用というものは厳密であるべき、という現代の感覚からすると戸惑うだろうが、新約聖書に出てくる引用を見ていると、そういう扱い方も当時の人々の感覚としては、ごく自然なことであったのだな、ということが見てとれる。だから、この箇所をもとにして、本来の詩篇8篇の意味合いを取り替える必要はない。あっちはあっち、であってよい。
 
 
ヘブル書　2:6-7
　せっかくなので、もう少し解説しておこう。旧約の引用にはいくつかのパターンがある。そのままずばり、旧約で預言されていることが新約で実現していることを示すための引用が一つ。旧約時代においても一応の実現があり、ただ、その預言の重みからするとちょっと軽すぎて、もっと大きなことが後に到来するのではと考えられるようなものの実現が一つ。それから、旧約としてはそれで達成されているけれど、同様の趣旨でまた新たに事が起こっている場合のもの。さらに、旧約の意味合いとは異なるのだけれど、新約の出来事や教えを説明するのにちょうどよい、いわば例話のような趣旨で用いられているという場合もある。頭の柔らかい当時の人々は（現代人への皮肉としての表現だが）、そのあたりの違いをすんなりと理解していたのだろうな、と思う。こういう食い違いはおかしい、とあげつらい、聖書には間違いがあると声高に語るのは、彼らには奇妙なものに見えるだろうが。
 
 
ヘブル書　2:9
　この引用と詩篇8篇とには大きな違いがある。それは神よりも低いものなのか、御使いよりも低いものなのか、である。ヘブル語では神だが、七十人訳は御使いとなっている。むろん旧約本体としてはヘブル語でよいのだが。新約が書かれた当時の人々が、聖書のすべてを理解していたと考える必要はない。彼らも人間であり、時に思い込みもある。だが、神はそこを適確に導いてくださって、彼らの抱える限界が、神の言葉が人類に届けられるに際しての欠陥にはならないようにしてくださっている。この箇所にしても、キリストの存在を語ろうとするもともとの趣旨からすれば、七十人訳に出てくる言葉を引用したことは、何も弊害となってはおらず、むしろ、ヘブル人にとっては分かりやすい提示となっている。絶妙、である。
 
 
ヘブル書　2:9-10
　それでキリストについての何が語られているのかと言えば、偉大なる神の御子である方が、けれど、一時的にとは言え、御使いよりも低くされ、それどころから人の世界でも虐げられ、死にまでも至られた。ピリピ2章にあるのと同様のことが、ここでも取り扱われている。つまりここでは、キリストが本来としては偉大な方であること、御使いよりもずっと素晴らしい方であることと、その方がたどられた贖いの御業と、両面が語られているわけである。
 
 
ヘブル書　2:9
　偉大な存在のことを語る話は世の中にいくらでもある。また、徹底的に自らを低くして他の者に仕え尽くした人々の話も、数は少ないとしても、世の中にはある。でも、その両面を提示する存在は、キリスト以外にはまず見たことがない。そこが聖書の語る救いの不思議であり、また、キリストという良き知らせの持つ重要な礎であるのだ。私たちはキリストについて考えようとするならば、この両面を強く意識する必要がある。
 
 
ヘブル書　2:10-18
　人々を救うためには救い主は苦しみを受ける必要がある。その理由はいくつかあるのだが、ここでは同じ所に立つことが大切であったから、という点が強調されている。もともと聖書に出てくる手紙は、あるテーマについて全てを解説するようには語られていないので、他の意味合いは他の箇所で知れば良いのだ。ヘブル書ではここまで救い主が偉大な方であることを強調してきたから、その方が人と同じ所に立たれるという点に注目して、倒れそうになっている人々を支え励ましてくださる方ということを語り示している。そう、今この読者たちは励ましを必要としている。
 
 
ヘブル書　2:11
　同じ所に立つ、ということを語るに際して、まずは、元は一つ、という言葉が使われている。これは決してアニミズムとか、神を人の延長と考えるものではない。むしろ、人が神によって造り出されたものであり、全く別のところからポッと出てきて、それから神と出会ったようなものではない、ということを意識させるものだ。神にとって人は、たまたま関心を持った相手ではないし、あってもなくても良い存在でもなく、切実に思いを傾けられる、神のかたちに造った存在、であるのだ。神と人とは、客観的に言えば全く別だ。でも、神の御心としては、こういう言い方は不適切かもしれないが、でも、一蓮托生を意図されるほどのものなのだ。
 
 
ヘブル書　2:11-12
　同じ、ということがいくつかの言葉で表現されている。まず、兄弟、である。神と人とは違うのであり、同等であるはずがない。でも、救い主は人々のことを我が兄弟と呼ばれる。人の世界には義兄弟というものがあるが、生まれながらの兄弟以上に、深い思いをもってその相手を顧みて、そのために犠牲を払い、必死になって助け出すこともする。偉大なる神である方が、私たちの兄弟になってくださった。それはこの救いが間違いなく、御子ご自身のすべてかけて達成されるものであることを確信させてくれるものだ。
 
 
ヘブル書　2:12-13
　次に、御子は父なる神を賛美するのだという言葉があり、また、御子は父なる神を信頼するのだという言葉がある。賛美とは人が神に対してなすものだ。信頼という言葉も、言い換えれば信仰することである。つまり、御子は人と同じ所に立ち、人と一緒になって神を崇めるようになさっている、というのである。キリストの生涯を見ると、確かにそういう様子があちこちにある。人と同じところに立つのだから、礼拝される側である御子が、礼拝する側に立たれたということである。とすれば、人が神を礼拝するに際して思う様々な屈折なども、御子は十分に承知されるということでもある。
 
 
ヘブル書　2:13
　もう一つ、人という存在について、御子は父なる神からこれらの人々を与えられているのだということが書かれている。これは同じ所に立つ、という趣旨からは少し離れるかもしれないが、御子が人々の救いに関して全力で臨まれることを知る上では大事な言葉だ。人々のことは御子にとって他人事ではなく、ご自身の御手の中にある大切なものに関わること。うまくいかなくて残念、などと悠長な言葉は決して出てこない。血を吐くような必死さであるということだ。
 
 
ヘブル書　2:14-18
　人を助けるために来られた救い主であるからこそ（天使を助けるためではない）、この方は人としてこの世に生まれたのだと告げられている。神の子である救い主がなぜ人になる必要があったのかは、遠くにいる超越的な神の助けということだけで考えると、疑問が生じても不思議ではないことだ。本来、神が人になるというのはあまりにも異質なことであるのだから。でも、ここまで見てきたように、救い主である方は人に対して強い思いを抱いておられるわけで、それが単に思いだけでなく行動としてもなされていったのだということを、ヘブル書は語っている。ちなみに、もしもイエスが、もともと人に過ぎなかったものが神になった、という話だったら、こういう疑問も生じないし、またこういう説明の仕方も全くあり得ないことである。下から上へではなく、上から下へ、が救い主の意味合いなのだ。
 
 
ヘブル書　2:14-15
　人になった理由のさらに踏み込んだ説明がなされている。人は罪によって死に至るべき存在であり、また、そういう人間は悪魔の支配下に身を置いてしまっている。これを徹底的に解決するためには、神が上からの強制力で人を救い出すだけでなく、救い主が人の代表として（ということは人の一員になる必要があるのだが）この事態に取り組んでいくことが欠かせなかった、という説明である。単に赦しを与えるというだけでなく、この事態を全面的に解決することが、罰しないだけでなく、命を与えることを意図された神の御業に合致するからだ。
 
 
ヘブル書　2:14
　その死によって悪魔を滅ぼす、という説明は、不思議に思う人もあるだろう。十字架の後でも悪魔は活動しているし、その悪影響は続いている。物理的（？）に言えば滅んではいない。だが、人のための贖いが実現したということは、悪魔がこの世界を掌握できる決定的な基盤が失われたということであり、悪魔の業は決定的な意味は持ち得なくなったのだ、という意味にもなる。ローマ書でパウロが語ったように、人はもはや自由なのだ、と言われていることは、相変わらず混迷している世界の中でそれでも必死に誠実に生きていこうとするための欠かすことのできない基盤であるのだから。
 
 
ヘブル書　2:17-18
　救い主が人と同じになられたのは、この救いを確かなものとして実現するために、単なる赦免ではなく贖いを実現させるため、というのが、この箇所を見ているとよく分かる。けれど、それと同時に神は、罪深く、弱いものに過ぎない人間たちの歩みにとって、何よりの励ましであり支えであることをも実現された。つまり、人と同じように試みにあわれた方としての救い主であり、ゆえに「同情」（4:15）してくださる方であるということだ。人の抱える課題をご存じであるからこそ、それをどのようにして乗り越えさせ得るかということも、よくよくおわかりということで、まさに信頼できる救い主である。論理的には、天におられる方であるだけでもそれは可能なのだが（全知全能の方だから）、神はそうやって自ら体験されたのだし、私たち野川としてはそれを見て、なお勇気が湧くというものである。この諸全体の軸が、迫害の中で弱っている人々への励ましであることを思い出そう。
 
 
ヘブル書　2:18
　キリストが試みを受けて苦しんだ、ということの意味は、ちょっと立ち止まって考えておく価値がある。神の御子としては、罪を犯すことはありない。でも御子は人としてこの世に来られたから、様々なところで人としての限界を体験されている。まずは物的に、肉体故の制約があり、疲れや空腹もある。疲労感もあるわけで、とすれば、風邪を引いたこともあるはずだ。御子はスーパーマンのような身体を持っていたわけではない。それらのことは、意図する業をなしえないという制約をもたらす。人はそこでつい、多少の悪をしてでもという思いを抱きやすいのだが、それに類するものとしては荒野での誘惑がある。初めから悪に立つようなあり方は御子にはつながるはずもないが、良く生きようとして、それが転落の鍵になるという人の現実を、御子は現場でそのぎりぎりを見ておられるのだ。この試みを、十字架として考えることもできるが、人間はあれほどの厳しさに直面することはないし、また御子はあの時、決して悪に誘惑されそうではなかったので、それとは別の事柄だと考えた方がふさわしいだろう。
 
 
ヘブル書　3:1-6
　この書の読者は、苦闘する中で、このままキリストに頼って歩んでいって良いのかどうか、という戸惑いと不安を抱え始めている人々だ。それゆえに、キリストの信頼性がはっきり指し示されていく。その根拠が1-2章で語られてきたことを踏まえて、イエスに頼り続けよ、と呼びかけられているのだ。同時に、モーセとの比較が語られていく。ヘブル人にとってモーセの存在はとても大事なものであり、彼を通して語られた神の存在は信仰の基盤でもあったので、そのモーセ以上に確かな方、ということで、力強く呼びかけられているのだ。
 
 
ヘブル書　3:2-6
　この比較は、モーセが神の家を整える使命を果たしていたという基本的な理解があってのものと言える。モーセを通して神が与えられた律法は、人が神にあって生きていく上での価値ある礎であり、とりわけヘブル人にとっては絶対視すらされていたものだ。著者はそれを受け止めつつ、でもキリストはその家を建てた神の御心に沿って事をなしておられるのだと語っている。どちらが重要かは明らか、である。イエスご自身も、これに似た形で律法を越えたご自身の意義を語られていたことを思う。だからこそ、当時のユダヤ人がこだわっていた律法の形の上での定めよりも、その命令を与えた神ご自身の意図に基づいた道筋を示されたイエスであったのだ。ともかくここでは律法の是非を議論する話ではなく、偉大なモーセの功績よりもはるかに素晴らしいキリストの御業が指し示されているのだ。期待が高まっていくような感覚である。
 
 
ヘブル書　3:6
　モーセの教えは神殿など、ユダヤの宗教的基盤を整える大事な意義があった。でもここには、人が御子を信頼してついていくならば、私たち自身こそが神の家となるのだと語られている。神殿との役割比較の話をしているのではなくて、神がどれだけ大事に思い、心を注いで関わってくださるのか、という観点だ。ヘブル人にとって神殿は絶対的な意味があるが、神を慕い求める者たちに向けられる神の愛はさらに確かなものとなっているならば、たとえ目の前には厳しさがあろうとも、ここでくじけてはいられないのだという思いを人々に届けることになる。
 
 
ヘブル書　3:1-6
　あるいは、このような説明の仕方について、それほどすっきりと聞こえてこないという人もあるかもしれない。この論理はヘブル人が大事にしていたことを引き合いに出しつつ、キリストの優位性を語るものだから、大事にしているものが違えば、その説明も異なっても不思議ではない。もっとも、ここにあることはヘブル人だけでなく、表面的な形を越えたところでは万人にも共通する思いであろうとは思うのだが。ともかく、キリストの確かさを明確に示したいという語りの中には、この方の本質が見え隠れしているので、ぜひ、よく確かめていただきたいものである。
 
 
ヘブル書　3:7-11
　これは詩篇95の引用だが、モーセ時代の出来事がもとにある。一つには、荒野で水がないと騒いだ民のことがあり、神を信頼しない姿が問われている。それともう一つ、約束の地を前に尻込みした民の姿も40年という数字の中に込められている。あれもまた、神が与えてくださると言っているのに、自分たちには無理だといって震え上がっている、まさに不信仰の姿であった。再び同じことになるな、という警告としてこの詩篇が引用されている。ということは、厳しさの中で戸惑い、ためらっている人々に対して、何を恐れる必要があるのか、と呼びかける意味になっている。けっこう励まされ、慰められる言葉でもあると、そう思う。
 
 
ヘブル書　3:12-19
　故事を引き、その事例を示しつつ、人々にしつかり立ち続けることが呼びかけられている。かつてのイスラエルは、神への信頼を手放したことで、せっかく約束されていた幸いを失ってしまった。今もしも、この厳しさの中でキリストへの信頼を諦めてしまったら、自分たちがあれだけ大切に追い求めてきた幸いを失ってしまうことになる。確かに、目の前の事態はつらいのだが、でも、本当にそれを失ってしまっても良いのかと問いかける言葉は、人々を案ずる思いに満たされている。励ましのためには、慰めも必要であるけれど、同時に、事実をしっかり見つめていくことも大切であると言える。
 
 
ヘブル書　3:15
　この呼びかけは印象深い。もし御声を聞くならば、である。神が何も約束してくださっていないのなら、不安になり、戸惑い、尻込みするのも仕方がない。人には大きな力はないからだ。でも、信頼できる神がはっきり約束してくださっているのなら、話は一変する。この違いが人の歩みを全く別のものにすることになる。だから、人は御言葉を慕い求めるべきであるのだし（詩篇119）、また、その呼びかけに応答していくことが欠かせない。この信仰は、人の決意や信念の力でどうこうなるものではなく、ひたすら、神に始まる祝福の約束の中にあるものなのだから。
 
 
ヘブル書　4:1
　4章前半は、ちょっとわかりにくいだろうと思う。この書の目的が、迫害の中で弱り、信仰を生き続けることに不安を覚え始めている人々への励ましであることを思い起こし、そのための語りかけであることを意識して読み進むのが良い。そうすれば、表面的な言葉だけでなく、そこに込められている意図が見えてくるはずだ。神が人に与えられた神の言葉は、教科書でも、百科事典でもなく、その場その場の必要に応ずるものとして書かれた書物であるのだから。
 
 
ヘブル書　4:1
　民数記14章の時代に、イスラエルの民は神の約束して下さった祝福を自ら拒み、結果、40年の放浪となり、その時の大人たちは荒野で生涯を終えることになって、せっかく用意されていた安息を逃してしまった。ということは、彼らのために用意されていた安息はそのまま残っているぞ、という話である。歴史として言えば、その後、彼らの子孫がその安息を継承して手に入れていった（カナンの地に入った）のだから、その安息が宙に浮いているわけではないと現代の感覚では思うだろう。でも、このあたりの論理は当時の理解に基づいて展開されているわけで、人々はこの指摘を聞いて、素晴らしい安息が用意されているのを今度こそ逃してはなるまいぞ、というふうに受け取ったのだ。そういう動機付け、勇気づけが、ここでは最も重視されている。それに、神が後の時代の人々のためにも安息を用意しておられるのは事実だから、決してだましているわけではない。
 
 
ヘブル書　4:1-2
　1節は、かつての祝福が余っているから、という話のようにして語られているが、すぐにそれは、かつての人々と今の自分たちとの類似性という話に進んでいる。彼らは神の約束を提示され、今の自分たちも神の約束を提示されている。それにどう応ずるのか、喜んで受け取って進むのか、それとも神など信頼できないと周囲を恐れて尻込みするのか。自分たちもまた、分岐点で問われているのだと、そう呼びかけられている。この分岐点は、いつの時代にも、そしてまた、日々の暮らしの中においても、何度も指し示されていることを覚えておきたい。
 
 
ヘブル書　4:2
　神の約束はちゃんと目の前に指し示されている。でも、それにどう応ずるかは人によって違う。せっかく語られていても、それを無視したり、信頼せず、投げ捨ててしまうとすれば、そこには何の良いことも実現していかない。益になるかどうかは、人々次第であるのだ。例えばである。困窮している時に、友人が「使ってくれ」と言って、分厚い封筒を差し出す。でも、そんなことはあるはずがないと言って、中身も見ないでゴミ箱に投げ込んだら、せっかくの好意は何の役にも立たないのだ。神の声を聞け、その約束と励ましを聞け、という切実な訴えなのだ。
 
 
ヘブル書　4:3-6
　言葉というものは万人共通であると共に、限定された性質も持つのだと、こういう箇所を読むと改めて思う。この論理がすんなり来る人と、ぎごちなく感じる人があるのは仕方がない。それで、何が告げられているのかであるが、ヘブル書読者を圧迫していたのは福音に反対するユダヤ人勢力であることが鍵となる。ユダヤ人の中では大勢を占めており、「我々のほうが正しいのだ、クリスチャンは間違っている」と聖書（旧約）をかざしつつ論破しようとする彼らに、ヘブル人（ユダヤ人）クリスチャンたちは心が揺らぎかけている。もはや自分たちには神の祝福は届かないのだろうか、と。それでヘブル書は言うのだ。「とんでもない、ユダヤ人がこれまでも受け取り損ねていることは旧約が語る通り。だとしたら、神の祝福はしっかり残っている。今、私たち神を慕い求める者たち（クリスチャン）は、この祝福を受け取っていくべきだし、それができるのだ」と。
 
 
ヘブル書　4:3-6
　もう少し解説を加えた方が分かりやすいと思うので、細かい話をいくつか。3節の「みわざは創世の初めから終わっている」は、過去の話という意味ではなく、神はすべてをお見通しで、初めからしっかり整えている、という趣旨。だから、旧約の人々だけでなく、今の信仰者（ユダヤ人・異邦人双方のクリスチャン共に）のことも神はもともと考えて準備されているから安心、ということ。4節も神はすべてを掌握されていることを示すもので（七日目に休んだということは創造の御業は完成したということだから）、それに加えて、七日目の安息と、イスラエル人に約束されたカナンの地と、そしてキリストによる救いという安息が重ねられて、ほら、大丈夫でしょう、と呼びかけられている。
 
 
ヘブル書　4:4
　この言葉だけ、ちょっとコメントしておきたい。世界の創造は確かに6日間で完了しているが、それは決して、以降は神がこの世界から手を引いたとか、何もなさらなくなったという意味ではない。始まりの段階としては十二分なことがなされてあって、決して中途半端とか不良品が出荷されたようなことではない。でも、事は単なる製品ではなく、この世界であり、人々が生きていくことであるから、それを作り上げていく業は、ずっと、どこまでも続いているのでもある。聖書はよく「主は生きておられる」という言い回しを使うが、今も、後も、生きて働いてくださっている神がおられることこそ、私たちの希望であり、土台でもある。
 
 
ヘブル書　4:6-8
　ダビデ、というのはこの引用が詩篇95からのものだからで、つまり最初の出来事、モーセ時代の出来事から数百年後となる。もともとはそのモーセ時代のイスラエルに対する神の宣告なのだが、ダビデ時代の詩篇で語られることで、モーセ時代の過去の話ではなく、その時の民に対しても同じことが問いかけられているのが分かる。ということは、モーセ時代にはまだ神の約束（安息に至らせてあげるという）は完結していない。ヨシュアは確かに約束の地カナンに人々を導き入れたけれど、それは神の祝福の一部分でしかない。ダビデ時代にそうならば、ヘブル書時代の人々、そして後々まで、神の祝福はまだ残っている、ちゃんと用意されている、そして人々に問いかけ続けられている、どうするのかと、祝福を手にしていこうと思うのか、と。あなたがたが望むなら、安息はしっかり用意されているのだ、という呼びかけである。
 
 
ヘブル書　4:8-9
　ヨシュア時代としては、神は約束されたものをちゃんと提供しているのは事実だ。もっともイスラエルの民はそれをふさわしく受け取らず、中途半端なものになってしまったことはヨシュア記・士師記を見るとありありと語られている。ということは、ヘブル書読者を圧迫しているユダヤ人であるが、決して偉そうなことを言える立場ではなく、彼ら自身が大切にしている祖先が、実は神の安息を受け取り損ねている。だとすれば、神は今度こそご自分を慕い求める民に、その安息を与えようとしてくださっているはずだ。だとしたら、圧力を加えてくるユダヤ人が何を言おうとも、そこで屈してしまったら、あの日のイスラエルと同じことになってしまう。決してそうなるな、という切々たる訴えである。相手が相手であるからこそ、こういう論理が提示されていることを踏まえつつ読んで欲しい。
 
 
ヘブル書　4:10-11
　神の安息（祝福）がまだ残っていることの証明として、人々がまだ決して、ゆっくり安らいではいないことが指摘されている。それは対するユダヤ人たちの姿を見てのものだが、合わせて考えると、自分たちもまた、まだ休息には至っていない。だとすれば、なおさらのこと、この安息を手にするために精一杯取り組んでいく必要がある。決してかつてのイスラエルのように落後しないで、それぞれなりに心して、諦めず、臆せずに歩み進んでいく。そのように励まし、後押ししているのだ。
 
 
ヘブル書　4:12-13
　よく知られた聖句の一つだが、これまでの話からその意図は、せっかく提供されている安息（祝福）を決して逃してはいけない、ということで、かつてのイスラエルのように道を迷うなら、今度は自分たちもまた安息を受け損なうのだぞ、という警告である（ローマ11:21も参照）。神は私たちの姿をしっかり見ているぞ、ということを指し示すためのものとして、この箇所は語られている。だから、確かに厳しさがあるけれど、断罪のためではなく、矯正と励まし、何より、惑い崩れて行きかけている人々を支えるための「神の目」であるのだ。
 
 
ヘブル書　4:12
　隠しおおせるものはない（13節）理由として、神のことばの持つ力が語られている。それも、相手を圧倒したり支配する力ではなく、物事を判別する力、つまり、見極めて、その真の姿を浮き彫りにしていく力が指し示されている。世の中には様々なものがあって、その意義や価値をどう考えれば良いのか分からなくなることも多々ある。だとしたら、やはり鍵は聖書である。聖書を読み進め、照らし合わせていくときに、たとえ具体的にはそのことが聖書に出てきていなかったとしても、その判別はきっと分かるようになる。物事の善し悪しを人の目から見てどうこうとか、意欲からしてどうこうではなく、聖書に照らす作業を怠らないことが、真実を生きようとするならばどうしても必要なのである。
 
 
ヘブル書　4:12
　ここにある、分類に着目して、たましいと霊との関係性を論議することもあるけれど、それは聖書の用い方としては今ひとつ、とは思う。これはあくまでも、物事の真偽をしっかり判別できる神のことばの意義を語るための例示であり、たましいと霊の関係を告げるためのものではない。個別の言葉にこだわることも大切だけれど、その意味するところに注目することはもっと必要で、それを逃してしまったらせっかくの「神のことば」を受け取り損ねてしまうだろう。
 
 
ヘブル書　4:14-16
　さて、とあるが、話を元に戻すと、という感じでもある。もともとヘブル書はキリストを語り、その存在にこそ励ましの基盤を指し示していたので、改めてそのことを意識させられる。この偉大な大祭司ということについては、この後のところで様々に語られていくので、前振り的でもあるが、1-2章に記されていたような信頼できる方こそが私たちを支え導いてくださるのだということから、諦めてしまわずに信仰の告白を保ち続けるべきだとの指摘はとても重たいものだ。何もよりどころがなかったら、人などはあっさり負けてしまう。頼れる方がいるからこそ、厳しさがあってもなお、人はこの信仰を歩み続けられるのだ。
 
 
ヘブル書　4:15-16
　信仰の励ましというと、強く、厳しくという印象がある。屈してしまった場合の深刻さがあるのだからなおさらでもある。でもここには警告などよりも、崩れてしまう者たちを慰め励ましてくださる方、助け出して救い上げてくださる方のことが語られている。そのように語りかけ、関わってくださる方が私たちの主であることは、何よりの幸いであることを思う。すべての点で試みに会われたという言葉は印象的だ。人の出会う試みはしばしば人自身の弱さや罪深さに関わるので、むろんそれとは違う。でも、そういった自己責任的な弱さすらも、この救い主はその意味合いをご存じということである。それなら、この助けにすがっていきたいと願うではないか。
 
 
ヘブル書　4:16
　真剣に生きようとする人ほど、自分自身の抱える課題を見ては意気消沈し、自分などは神に近づくことなどできないのだと絶望する。事実関係を見出す目としては、それは正しい。でも、神との関係ということでは、この絶望は正しいとは言えない。救い主であるキリストがおられるから、だからこそ私たちは大胆に神に近づいていくことができる。できるのだ、と告げられているこの16節は、信仰を生きる上でどうしても必要なものである。
 
 
ヘブル書　5:1-3
　私たちの救い主となってくださったキリストを、この書は大祭司という役割に注目して語っている。これもまた、困難に直面している人々に、期待できる方、信頼できる方として指し示すための道筋であるが、大祭司という位置づけは確かにこの救い主の意味・意義を知る上でとても有意義な視点となる。詳しくはまた後から出てくるのだが、1節にあるように「罪のための捧げ物といけにえを捧げる」ことで人々に神に近づくことのできる道を開いたという点が、それに当たる。旧約の儀式は今日は行う必要がないのだけれど、そこに指し示されていた理念そのものは、人と神との関係を思う上で大事な基軸である。ヘブル書を読んでいるので、良い機会だから旧約のそういった儀式のことも思い出してみたいものだ。
 
 
ヘブル書　5:2-3
　大祭司は、神と人との間を取り持つ役目を果たすが、彼自身は人間であり、だからこそ弱さを抱える人々と共に立つ者となる。そういう姿は、2,4章にあったように、偉大な神である救い主が、同時に人でもあるという不思議とありがたさに、大きくつながっている。もっとも、人間の大祭司は自分自身の弱さと罪から、自らもまたいけにえを捧げる必要がある存在であり、律法にもそういう規定が詳しく書き記されている。この点はキリストという大祭司においては違っていて、それもまたこの救い主の確かさにつながっていく。救い主が神であることは、とても大切な要素であるのだ。
 
 
ヘブル書　5:4-5
　このあたりは、キリストの意義が次々と列挙されているので、訳しにくいところかもしれない。今なら箇条書きにしてしまいたいところであるが。ここでは、大祭司の特質として、自らの意志ではなく神に任命されて就任することが挙げられ、キリストも同じだということが指摘されて、やはりキリストは偉大な大祭司であるのだ、という話になっている。自らなるのではなく任命されることで救いの効力に違いが生ずるかどうかは何とも言えない。キリストの神性を前提として考えればどちらでも良いとも言えるし、キリストの人性を軸に考えるなら神によってという点は確かに重視される。この箇所ではどちらとも言えないので、大祭司であることを示すためのものと考えたい。
 
 
ヘブル書　5:6-10
　5節からまた別の項目になっているのだが、連続の仕方がわかりにくいとは思う。訳し方の難しさであり、もともとの論理が混乱しているわけではないのだが。メルキゼデクという名前が出てくる。これについては7章で詳しく語られているので後に回すが、キリストという大祭司がどれほど偉大な存在かを示すための言及である。もっともここに書かれている内容とメルキゼデクとは必ずしも結びつかないので、偉大さを言うためのメルキゼデクにすぎない。
 
 
ヘブル書　5:7-10
　メルキゼデクはさておき、偉大な大祭司と呼ばれるようなどんなことをキリストがなさったのか、についての話だ。十字架の贖いについては後で出てくるが、ここでは十字架についておられた際のキリストの言葉が指し示されている。「我が神、我が神」の訴えがまず思い浮かぶが、それに限定されず、「彼らをお赦しください」とか一連のものが全て念頭にあっての話と考えたほうが良い。キリストは十字架の際に人々のために祈り願っておられ、それが聞き届けられて救いが実現している。その様子は、祭壇で民の赦しを願う大祭司の姿に類似する。ユダヤ人にとって大祭司の行為は確かな力を持つものとして意識されていたので、キリストはなおいっそうのことをなさったのだという指摘は、人々の思いを元気づけるものになったはずである。今の私たちも、十字架での一連の言葉は大きな慰めであり、励ましであり、希望であるのだから。
 
 
ヘブル書 5:8-9
　この言葉はピリピ2章との重なりを感じさせる。きっと著者はパウロの書いた言葉を読んでいたのだろう。キリストが従順を学ぶというのはちょっと奇妙で、もともとは従順に未熟だったのかという印象を与えてしまうが、すでに十分にご存じで、また身につけておられたことを実体験されたという意味合いで見ておく方が望ましい。父なる神ご自身も、人との関わりを通して忍耐とか、愛するということの手厳しさを体験されているのだから。人のようなものを造らなかったら、忍耐という資質は、もともとからお持ちであったにしても、経験される機会はまずなかっただろうが。神はむろん初めから完全であるのだが、人と共にその幸いを歩み進んでおられるのではある。（聖書によれば、神にとって人間のような神のかたちとして存在するようなものは他にはない、少なくとも言及されていない。）
 
 
ヘブル書　5:11-14
　頼りになる救い主としてキリストの存在を改めて紹介し直している話の流れだが、著者はちょっと、筆が止まってしまったようである。読者の混乱している状況に心が曇る思いを抱いたためだろう。むろんそれは迫害などの困難が一番の原因だが、同時に著者が案じているのは、読者たちの信仰理解がまだまだ初歩的なものに留まっていることだ。初歩が悪いわけではないし、高度な理解が重視されているわけでもない。ただ、ごく一般的に信仰を歩んでいればきっと馴染んでいるだろうと期待できるような事柄が、非常に心許ないことを案じているのだ。例えばそれは、いい大人が、けれども赤信号は止まれの意味だということを分かっているのかどうか不明、というようなことで、それではひとりで歩かせられない、まして、車を運転して出かけるなど論外、というような、そういう感覚である。高度な運転技術などなくてもかまわない。でもせめて信号くらいはちゃんと守ろう、と、そういう初歩的、ということである。
 
 
ヘブル書　5:12-13
　第一ペテロ2:2のように「みことばの乳を慕い求めよ」という勧めもある。だがここでは読者の進展を強く願う思いが込められている。それは人々が困難に直面しているからでもある。彼らが整えられ、力を持つようになって、厳しい状況の中でも崩れてしまわないように、そういう思いである。全てを神が守り支えて下さるのは事実だ。でも、私たち自身もまた強められ、先に進んでこそ、よりほがらかに生きていくことができる。手厳しい言葉は、愛情にあふれる思いの表れでもある。
 
 
ヘブル書　5:18
　堅いものを避けて柔らかいものばかり食べていると、あごが発達しないのだそうだ。すると身体全体のバランスがわるくなるのだとも聞く。心、あるいは信仰の歩みにも言えることである。最初から堅いものをかみしめる必要はない。親は子に、徐々に堅いものも与えていく。それを逃げていなければ、人の歩みはしっかり整えられていくはずなのだ。ヘブル書はもしかすると少々堅いかもしれないが、それはこの救い主をより深く受け止めていくために、大事なものを提供してくれている。もし旧約にはなじみがないという人があるなら、読みやすいところからでかまわない、歴史物語感覚でもかまわない、ぜひ、繰り返し読み直してみていただければと願う。
 
 
ヘブル書　6:1-3
　ここに列記されているものは、時代・環境の違う読者にとっては、馴染みのない、それこそ堅い食物に思えるかもしれない。これらの内容について十二分に理解していくことが信仰の前進に不可欠とは言えないだろう。でも、当時のヘブル人クリスチャンにとっては、信仰を生きる上で、とりわけ弾圧してくる側と対峙する上で、これらのことは基本要素となっていたようだ。私たちもそれぞれの時代・環境に生きている。その中でキリストを信じて生きていこうとする上で必要となってくる事柄については、ちゃんと考え、また、取り組んでおくべきである。さもないと、攻撃に対してあっけなく崩されてしまうということになりかねないのだから。
 
 
ヘブル書　6:4-8
　突如、激しい言葉が出てくる。いや、幼子の教えで適当に満足している人々の姿を思って心が熱くなった著者が、そのままの勢いで語ったということだろう。その心の熱さは、義とか善への熱意ではなくて、人々が真に守り支えられ、祝福を受け取っていけるようにという切望が背景にあることをも、含めて考えたい。だめになって欲しくないから、だからこその厳しさであるのだ。こういうのは、よほど相手のことを思いやっていてこそである。平然とそのニュースを見聞きしていられるなんて、どこかおかしい。
 
 
ヘブル書　6:4-8
　信じて救われたのに再び挫折したらもう救いようがない、というふうに読めるのは事実だが、こういう話は聖書全体の中で考えていくべきものだ。すると聖書は罪人に与えられる恵みを語っている。たとえどのような罪人であっても、救いが届くとある。その神が、途中で試みに崩れたとしても、それで見捨てるはずがない。ヘブル書は迫害の中で戦っていた人への励ましと慰めである。だからこそ、崩れそうな人に対しては強く、激しく語る。何とかして踏みとどまって欲しいから。この厳しさは、まさに愛情の表れである。
 
 
へプル書　6:9-12
　この著者はやはり、読者たちのことを諦めてはいない。彼らに問題があることは分かっている。厳しさの中で離れてしまっている人々がいることも承知している。でも著者は、そんな弱き者たちがなお、神によって助け支えられて、必ずや立ち直ることを信じ、待ち望んでいる。ローマ帝国下での激しい弾圧によって離散してしまった人々が、でも再び戻ってこようとした時、当時の教会が彼らを受け入れていったことを思い出す。神に期待するのなら、その御業は強いのだと信じるのなら、このような人々についてもまた、なお、待ち望む姿勢を忘れてはなるまいと思う。
 
 
ヘブル書　6:9-12
　この言い方からすると、今現在の彼らは崩れ落ちてしまっているようだが、その彼らがこれまで歩んだ道筋を神は決して忘れはしないのだから、必ず守り支えてくださるという切なる確信が示されている。かつての貢献ゆえの目こぼし、ではない。神のもとに歩んだことも彼らの実績ではなくて神ご自身の導きゆえ、だとしたら、今もまた、神が導いてくださるなら（くださるから）、どうしようもないところからでも立ち直ることができるという、これはまさに神を信ずる姿である。弱き者たちが、それでも神を信ずる日々を進めていこうとするのなら、この信仰なくしてはどうにもならない。
 
 
ヘブル書　6:10
　考えてみると、そういった良き業もまた神がなさせてくださるもの。つまりは彼らの中に神が働いてくださったことの現れが、あの良き業ということになる。人が人として、自らの決意と取り組みによって良き業に向き合うことはもちろん必要だ。でもそれ以上に、事は神の導きの中にあってこそという信仰を確かなものにしていくことは、自身が崩れ落ちてしまいそうになっているその時にもなお、神の関わりを望み続けることができる、信仰を生きる上で決して欠かせない礎であることを思う。
 
 
ヘブル書　6:11-12
　そしてもう一つ、ここにあることは信仰者ひとりひとりに、自らを悔いることと諦めることは違うという視点をもたらしてくれる。罪を悔い、心砕かれることは必要だ。でも、自らを徹底的に断罪せねばならない時であっても、なお、それは終わりではない。神の前では。その期待と信頼があってこそ、人は神の前を歩んでいくことができる。ヘブル書は励ましの手紙である。ただ慰めるだけではない。励まし、強め、進んでいかせるための言葉である。よしよしと慰めるだけではない。歩み進んでいくことができるという、確固たる土台を示すためのものである。それが神のなさる御業を信じて生きる者のあり方である。
 
 
ヘブル書　6:10
　情けは人のためならず、という言葉がある。昨今、意味が変質したとされるが、もともとは誰かのためではなく自分自身のためにこそ、人に情けをかけて、ということだ。この箇所を読むと思う。良き業とは、誰かのためではなく、自分自身のために意義深いのだと。その良き業で誰かが幸いを得て喜んでくれるのは何よりだ。誰かが益を受ける部類でなくても、良き業が存在することそのものがこの世の大切な宝でもある。でもそれだけでなく、良き業を積み重ねていくことで、自分自身の姿を確信できるようになる。神によって生かされていること、神が自分を顧みてくださっていること、力を与え、良き業をも与えてくださっていること、自分が神のもとに生きてきたこと。良き業はそのことを何より自分自身に対して指し示してくれる印となる。天国への条件ではない。だが、その意義はとてつもなく大きいのだ。
 
 
ヘブル書　6:13-17
　ここは現代の論理感覚からすると、「ところで」と挟んだ方が分かりやすいかもしれない。12節で「約束」という言葉が出てきたので、神のなさった約束の確かさということについて、話を広げていこうとしているのだ。そして、「約束のものを相続する」つまり神の祝福を受け取っていく約束と言えば、ヘブル人としてはやはりアブラハムの出来事を思い起こす。神の確かな約束がなされ、それに続けて様々な約束（あるいは契約）が指し示されていく旧約の語りかけを、ここから詳しく紹介していくのである。神が真実な、信頼できる約束を与えてくださっているということは、この信仰について考えていく上で、とても大事な要素となる。
 
 
ヘブル書　6:13-14
　口約束、空手形という言葉があるように、信頼できる約束というものは、何か土台があるものだ。経済的な担保もあるが、誰か信頼できる人の保証、推薦ということもある。それで初めて人々は、語られている約束を信頼するようになるのが一般的だ。神の約束については、そういう保証人はいない。それで、何だ信用ならない、と言うのは愚かなことだ。何しろそこには神ご自身の宣言があるのだ。ご自身の名にかけて、その信頼性をすべてかける覚悟で、神はアブラハムに、そして人類に断言なさっているのだ。必ず祝福する、と。神の覚悟と真剣さ、確かさを、しっかり見ておきたいものである。
 
 
ヘブル書　6:15
　ヘブル人たちはアブラハムの生涯に精通していた。だから彼の生涯が決して安穏として過ぎたものではなかったこと、神の約束があっさり実現したわけではないことを知っている。彼は相当に苦労した。でも、である。結果がどうであったかも、ヘブル人たちは知っている。そう、アブラハムは確かに神の祝福を手にした。ずっと厳しい状態だったけれど、でも、それを手に入れた。とすればである。自分たちもまた苦労しているだろうし、うまくいかないように見えることは多々あるだろうが、でも、そういう厳しさは決して全てを否定する根拠にはならないのだと、人々は悟るのだ。今日が雨だから明日も、明後日も、ずっと雨、とは限らないのだから。
 
 
ヘブル書　6:16-17
　話が行ったり来たりするあたりは、確かにパウロっぽいのだが（パウロが著者ではと昔は想定されていたが、聖書自体に明確な根拠はなく、全体として見ていくと、違和感の方が強くもあるとされる）、ともかく、ここまで語られてきた大切な約束、私たちには神にある希望があるのだという約束を明確に指し示すため、神は人間に対して誓われたのだということが記されている。古代における誓いは、現代のような薄っぺらいものではなく、それこそ生命をかけたものだ。「自分よりすぐれた者」を引き合いに出すからには、もしも破ればそのすぐれた者によって滅ぼされることを覚悟の上、ということになる。もっとも、神の上位に存在するものはないから、神はご自身という存在そのものにかけて、この約束を必ず果たすと宣言される。もしその約束が違えられたりでもしたら、あざけられても何でもかまわない、ということだ。それほどに、神は人類の救いについて、真剣に、必死で関わっておられるのだ。この誓いは、まさに神の愛を鮮烈に表すものである。
 
 
ヘブル書　6:18-19
　変えることのできないものとは、神の約束と神の誓いである。神は偽ることのない方だから、その約束は必ず果たされる。そのために神の全身全霊が注がれていく。そして誓いは神の存在そのものをかけたものだからして、それこそ神が神であることをやめるなんてことがありえない限り、神は徹底的にこの出来事のために取り組んでくださるのだ。神にとって、人のことはもはや他人事ではなく、一蓮托生を覚悟してくださっているということにもなる。何とも恐れ多い、だが、実にありがたい関わりをしてくださっているのではないか。私たちはこのような方を信頼し、期待して歩んでいこうとしているのだ。
 
 
ヘブル書　6:19-20
　幕屋の内側とは、いわゆる至聖所のこと、つまり神の領域であり、本来、人の踏み入ることのできないもの。だが、人が神のもとに行くことができるようにするため、神に至る道（ヨハネ14:6）を成り立たせるためにこそキリストはそこにおられる。つまりは救いそのものでもある。大丈夫、あなたがたはちゃんと御許に行けるのだよ、と著者は崩れていきそうになっていた読者に向けて語るのである。それを成し遂げてくださった方として、キリストの確かさが語られている。メルキゼデクという言葉で出てくるが、それもまた、キリストの救いの確かさを語り、喜び、感謝する手意味合いでのものである。
 
 
ヘブル書　7:1-3
　メルキゼデクは創世記14章に出てくる人で、サレムの王である。創世記で見る限りでは、単なる人であり、たまたま祭司という役目も果たしていたので、アブラハムが彼の手を借りて神への礼拝をしているに過ぎない。アブラハムの系譜にない人が行っていた礼拝とはいったい誰に向けられていたものか、という疑問も出てくるだろうが、主なる神はもともと全世界の神であり、何もアブラハムだけにご自分を示していたわけではないので、イスラエルの民とは別に神をちゃんと信奉していた人々がいても不思議ではない。ただ、そのように、メルキゼデクという人の存在がなかなか不可思議に見えるものだから、ヘブル書では特別な祭司としての例示に彼を用いている。告げたいことは、キリストという存在が、ユダヤの祭司などとは比較にならないほど、とてつもなく意義があるという点なのが。
 
 
ヘブル書　7:1-3
　メルキゼデクが特別な存在とされているのは、彼がサレムの王であったこと、つまり平和の王という名称を持っていたことが一つ。むろん彼自身は単なる人だ。でも、真に平和の王と呼ばれる方が登場されるとしたら、それは重大なことである。旧約には、約束のメシヤは平和の君だと預言されていた。もう一つは3節の生没不詳という点である。メルキゼデク自身にはもちろん親もあり、一定の年齢で亡くなったはずだ。ただ、聖書には何も書いていない。彼は突然登場し、そして、以降のことが何も書かれていない。創世記としては必要がなかったから書かなかっただけの話ではあるが、ヘブル書はそれを活用して、始まりも終わりもない神である方としての大祭司、特別な存在としてキリストを紹介しようとしている。現代の感覚では多少強引に見えるかもしれないが、表現の手法というのは時代によって変わるもので、大事なのはそこで何が指し示されているか、である。なお、始まりも終わりもない、というのは黙示録1:8にも出てくる事柄だ。
 
 
ヘブル書　7:4-10
　ヘブル人が大祭司ということで思い浮かべるのはアロンの家系としての祭司職だ。旧約以来の大事な役割である。だが、彼らが果たし得る役目はあくまでも律法の範囲内、限定的なものに過ぎない。キリストが果たす使命は、それらの大祭司と類似性はあるけれど、はるかに大きなことである。そのことをきちんと分かってもらうために、アロンの子孫としての大祭司ではなく、メルキゼデクに由来する大祭司という設定を提示しているのだ。何しろメルキゼデクはアブラハムを祝福したわけで、アロンもアブラハムの子孫であるからして、アロン系の祭司よりもメルキゼデクに由来する祭司のほうが圧倒的に上位に当たるわけだから。しかも、アロンの死は聖書に記録されているが、メルキゼデクの最期は語られていない。そこに永遠性の意味合いを想起している。
 
 
ヘブル書　7:11
　とは言え、である。せっかくアロン系の祭司が存在しているのだから、わざわざ別のものを持ち込む必要はない。でも、もし、アロン系の祭司では十分ではなかったとすれば、それでは果たし得ない使命が必要とされるのだとすれば、その時は全く別の存在としての祭司が、つまりはメルキゼデク系とされる祭司が建てられねばならなくなる。だからこそ、ヘブル社会に存在する祭司とは別に、全く異質なところから登場された祭司であり救い主である方が求められていく。つまりキリストである。このあたりから、メルキゼデクという枠を用いつつも、キリストという特別な方の存在の必要性が、力強く語られていく。
 
 
ヘブル書　7:12
　祭司職はモーセを通して与えられた律法に基づいて立てられている。だから、それとは別の祭司が神によって立てられるのだとすれば、律法そのものが新たに提示されていて当然だ、というのだ。そうであれば、人の罪をどう対処するかということも変わってくる。かつては祭壇のいけにえが指し示されていたが、今度はキリストの十字架による贖いによって、である。最初の読者はヘブル人だ。従来のものとの狭間で逡巡する人々が、そうだったのか、と開眼する様子が見えるようだ。なお、これであれば、モーセの律法そのものを否定しなくても良いことになるから、なおさらである。そんな面倒な話をするよりもゼロから始めた方が、と考えたくなる人も多いだろうが、旧約という豊かな霊的財宝を手放すのはあまりにも愚かなことでもある。
 
 
ヘブル書　7:13-14
　イエスは大祭司だ、と語ってきているわけだが、ヘブル人としては違和感もあるはずだ。大祭司はアロンの子孫だけが任じられることになっていたから。でも、このキリストがユダの家系、つまりダビデの子孫であることは、まさに、新たな意味での大祭司、モーセの律法を越えたものとしての救いの業の実現をなす方であることが、よりいっそう明白になってくるわけで、その変化に、読者はワクワクして読み進んでいたことだろう。ちなみに、旧約には人々の罪を扱うのは大祭司という基本概念があって、そこは変更されていない、というのが神の意図されている枠組みであることが、この話の前提となっている。
 
 
ヘブル書　7:15-19
　17節にある詩篇110の引用からすると、旧約の時代にもすでにメルキゼデクというのが異質な祭司として認識されていたのが分かる。ヘブル書はそれを用いつつ、特別な祭司である方の存在を指し示しているのだ。それでこの方は、モーセ律法の限界を超えて、全く新しい祝福を実現してくださるために存在するのだということが指し示される。それはまあ、以前の大祭司で事足りるなら、わざわざ別種類の祭司が出てくる必要はない。旧約にある律法を否定するのではないが、真の救いのためにはそれでは足りないということが、この後にも告げられていく。これは人にとっては実にありがたいことで、肉の限界のゆえにモーセ律法の提示（人の理解する、と限定した方が良いだろうが）においては失意の中に陥らざるをえない者たちが、しかし、新たな希望を抱くことができるようになる。そう、これは福音であり、希望を語るもの、指し示すものであるのだ。むろん、励ましでもある。
 
 
ヘブル書　7:18-19
　何事も全うしなかった、というのは、そのままに受け取ってしまっては誤解を招くが、旧約律法はそれはそれとして大事な意義がある。でも、救い主が来られた以上は、律法が指し示した救済の手法は、もう必要はない。そのことを明確の示すことによってこそ、律法にはもっと別の役割があるという点も認識できるようになる。ヘブル書においては、キリストの救いを上回る律法的幸いを語る人々の勢力のほうが大きいという状況に読者は置かれていたから、このくらいの強さは必要でもあったのだ。イエスご自身が旧約律法を大事に語っていることを忘れてはいけないだろう。
 
 
へプル書　7:20-21
　アロン系の祭司との違いとして、もう一つ、神の誓いが付与されているということが挙げられている。むろんアロン系の祭司もまた神の御心によって成立したのだが、彼らはいわゆ血縁関係で代々継承されているものだ。それはそれで良いはずなのだが、現実には一口に祭司と言っても様々になってしまっていたし（人数も多い）、大祭司にしても人間の恣意的な任免がなされていた。祭司という制度への信頼性はあっても、個々の祭司に関する信頼性は減じているのが現実だった。でもキリストについては、まさに特別な祭司として神から直接定められているものであり、その確かさにおいて、いわゆる祭司をはるかに超えているではないか、という論説である。聖書は明らかにキリストについて、その一切を神の御手においてなされていることとして告げており、人間イエスがすばらしいことをなしたので神の子として認定した、みたいな話は入り込む余地がないのだ。
 
 
ヘブル書　7:22-25
　もう一つの違いは、従来の大祭司は当たり前のことだけれど寿命があり、その人自身がずっと民の世話をし続けるということはできない。次の人に、それが十分になしえる人かどうかはわからないままに、託すしかない。人の業としては仕方がないし、限界ある人間の特性を考えるとその方が問題を防止する作用もあるだろう。でも、助けを必要としている側からすればこれはつらい。せっかく助けてもらっている途中で選手交代、だなんて。幸いなことに、キリストは死で終わったりしない。この方の取り組みは今も続いている。だからこそ人は、イエス・キリストに期待し、頼り求めることができる。救い主の制度ではなく、この方にこそ、である。救い主に関するそういう個人性というものはこの福音の性質としてはとても大事なことなのだ。教会の業にしても、人はいずれ交替していく。人としての魅力などは限界がある。でも、キリストについてだけは永遠に期待してよいのだ。
 
 
ヘブル書　7:26-28
　もう一つの違いは、なされている行為の効果の継続性である。律法に基づく大祭司もいけにえを捧げて民の罪を贖う役目がある。でも、大祭司は繰り返しいけにえを持ってくる必要がある。何度も何度も、である。その業には終わりがない。しかも彼は自分自身のためにもささげ物が必要だ。彼自身もまた罪ある人間であるからだ。それはつまり、ささげものの効果がごく限られたもの、一時しのぎに過ぎないことを考えさせられる。この世界の真の変革をなすだけの力はないのだ。でも、キリストのささげものは十字架という一度限りである。それで十分ということが、両者の決定的な違いを示す。とすれば、である。アロン系祭司の勢力で押されているように思えたとしても、だからといってキリストという確かな救い主を手放すなど、決してあり得ないことではないか、というのだ。
 
 
ヘブル書　7:27
　ただ一度で成し遂げた、ということは大事な点だ。キリストの贖いは繰り返される必要はない。その御業はすべての人の罪を贖うことができる。効果が切れることはなく、届かないこともない。キリストが再び十字架につく必要性は生じないのだ。それを思うと「クォ・ヴァ・ディス」の物語に出てくる、キリストがペテロの代わりにもう一度十字架につくと言った、という場面は、ペテロの信仰としては感動的な、大いに考えさせられるお話だけれど、キリストがそのような言葉を語る可能性はない。少なくとも本気でそうしようとした、ということはありえない。それは不要だと、誰よりもよく分かっておいでなのだから。ただ、人はどうも、キリストを再び、という感覚を抱きやすい。キリストに頼り求めるという点では良いけれど、そうやって十字架の意義を減じて考えるのは、結局のところ、信仰に関わる全体において問題を生じることになるだろうから、警戒が必要である。
 
 
ヘブル書　8:1-2
　メルキゼデクを利用したけれど、ヘブル書が伝えようとしているのは、この大祭司、つまりキリストがこれまでの大祭司とは比較にならないほど力強く、完全に、人々の救いのために事を成し遂げてくださったのだということだ。「以上述べたことの要点」というのは、日本語表現としては一般に、今まで述べたことをもう一度確認するということが多いけれど、ここではむしろ、「これまで語られて来たことが指し示すのは次のようなことである」という意味合いとなり、この後で詳しく語られていくことの要点をまず掲げているという趣旨である。こういう場合もあるので、日本語の訳表現だけでなく前後の意味合いも含めて読んでいくことをお薦めしたい。
 
 
ヘブル書　8:1-2
　それで指し示されているのは、この方のなさっていることは、人の領域に留まるものではなくて、主なる神ご自身と直接関わる最も効力ある業なのだという点である。それは、もしこれでだめなら（むろんだめということは決してないのだが）、もはやどこにも助けの可能性などありえないというほどに究極の救いということであり、神がこのことに全力を注いでいるということであり、こんな言い方は似つかわしくないけれども命がけで取り組んでおられること、ということをも指し示す。ローマ8章も語るように、だからこそこの救いは絶対確実、決して崩されたりすることはない、のだ。そういう確証、安堵の呼びかけでもある。
 
 
ヘブル書　8:3-5
　この大祭司が行う特別な捧げ物についての話は、9:11からで改めて語られる。相変わらずの脱線で、では、これまでの大祭司、アロンの子孫としての、モーセの律法に基づく大祭司はどのように理解すればいいのか、ということに触れている。それは決して、彼らが悪いのではなく、間違ったのでもない。彼らは神に告げられたとおりに、本来予定されていた真の大祭司と真の捧げ物を模倣するものとして人々にその意味合いを指し示すものであって、まさに神の御心通りのもの、という解説である。だとすれば、従来の大祭司や捧げ物が十二分でなくてもむしろ当然。そういうものにも指し示されつつ、人は真のあり方へと思いを馳せていくようにと、そういう神のご計画ということである。神が用意されたものはあまりにも偉大すぎるので、それをちゃんと知るためには段階を踏む方が良い、ということになる。ユダヤ人、そしてモーセ律法の存在意義は、十分に大きいのだ。ただ、人はその意味合いを取り違えてしまったからこそ、混乱が生じたのだ。
 
 
ヘブル書　8:6-13
　さらにすぐれているとか、欠けているとか言われているのは、モーセ律法そのものを否定する意図ではない。8節からの引用（エレミヤ31章）を見ると分かるように、事態がモーセ律法では対処できない理由は、人間の側の罪深さのゆえだ。むろん神はそれを初めからご存じで、だからこそ、もともとの計画の一部を示すものとしての律法が提示されていた。この話はモーセ律法を攻撃するためではなく、キリストによって用意された祝福こそが間違いなく確かなもの、人々に真の救いをもたらすものであることを語り示すためのものである。
 
 
ヘブル書　8:8-12
　モーセ律法は、人の側のあり方を説き語るものだから、人自身がそれに応じようとしなければ事は頓挫する。旧約はその現実を示すものでもあった。そして、人自身を問うものである以上、人がしくじればその結果は人の責任となるのも当然。だがそれでは人には救いがない。可能性がない。だからこそ、人の業ではなくて神の業が提示され、神が事を、救いを成し遂げることが指し示される。人の頑張りではなく、神の御子が到来されての助けであるのだ。ローマ3:20にもあるように、律法と向き合うと人の罪深さと絶望を痛感させられるばかりなのだが、神はそこにキリストによる救いを力強く提示して行かれるのだ。この引用は、人のどうしようもなさと、神の恵みの深さを力強く指し示してくれている。
 
 
ヘブル書　8:12
　不義にあわれみとか、罪を思い出さないというのは、正義の神としては本来、おかしなことだという話になりかねないものだ。善には祝福、悪には刑罰という論理ならば、これではしめしがつかないということにもなる。ただ、神の意図は人を滅ぼすことではなく、人を生かし、人を助け出すことだ。だからこそ神は、人間的な意味合いでの表面的な正義ではなく、ご自分の犠牲によって、人を救い、人を生かし、導いて行かれる。これはまさに、人の思いもよらない出来事であり、力強い助けであるのだ。ヘブル書読者は、モーセ律法に留まる人々からの弾圧に苦悩していたのだが、神の助けはもっと力強く、、もっと先へ進んでいるのだと語られているのは、勇気と励ましにつながることだったはずだ。
 
 
ヘブル書　8:13
　ＣＳルイスは「ライオンと魔女」の中で、神の助けの約束を、人々が考えていることよりも、より古い約束、として語っているのだが、ここでは単純にモーセとキリストを時間的に並べて、新たなものこそが優先するというふうにしている。いわゆる法律論としてはこっちのほうが一般的理解なので、これが妥当な説明の仕方なのだが、ルイスが語ったように、もっとずっと古くから神はすでに事を用意してくださっていたという点もまた、実に意義深いものである。何にせよ、様々な呼びかけを用いて、キリストの祝福の力強い幸いが語られている。ヘブル書は難解と言われるが、信仰の平安のためにも、ぜひ、読むべきものだ。
 
 
ヘブル書　9:1-10
　旧約律法に基づく礼拝場所である聖所の構図が記されているが、これはむろんヘブル人読者には常識であり、その先の話を語るための前振りである。だが、そのあたりに詳しくない人々のためには多少の説明が必要だろう。この構図が指し示すのは、人が神と向き合うことができる場所はごく限られていて、大祭司ですら滅多に立ち入ることができないものとされていたということ。つまり、人と神とは大きく隔てられていたというのが、キリストの救いを考える上での大事な予備情報であって、その困難を乗り越えていくためにこそ、キリストの御業が必要とされていたのだ、ということである。もしキリストがおられなかったら、人は今もなお、神から遠く隔てられたままだったのだ。キリストに反対するユダヤ勢力は、自らを崩壊の危険にさらし続けているのだと、これは案ずるからこその指摘でもある。
 
 
ヘブル書　9:6-10
　聖所は前部分と奥部分に区切られていて、奥部分が神としっかり向き合う場となるのだが、その前のところには祭司たちが日常的に規定に則った儀式を行う場があった。この構造を利用してヘブル書の著者は、そういった日常的な定めで留まっている限りは、その先への自由な道は開かれ得ない、という論理を提示している。儀式そのものが邪魔しているわけではないが、人々がそこで疎外感を覚えているのだとすれば、一挙に取っ払ってしまった方が至聖所の真ん前に進めるとも言えるわけで、辛辣な指摘と言える。むろん律法が悪いのではなく、人は様々な良きものをすら悪化させる傾向が強いのだ。ヘブル書は旧約という過去の歩みを意義深いものとして強く取り上げているが、その延長線として用意されているキリストによる救いをも、合わせて力強く語っている。だから、その前部分に執着し続けて救い主ご自身にはそっぽを向いていた弾圧者たちに対して、あなたがたの思いによっては、いつまで経っても事は実現しないぞ、というつらい宣告をなすのだ。
 
 
ヘブル書　9:7
　至聖所で大祭司が神と向き合っていく際には、二つのものが必要とされる。まずは大祭司自身の罪を赦してもらうためのいけにえであり、もう一つは民全体のための罪の赦しを求めるいけにえである。これが毎年繰り返される。効力が一年、という意味ではなく、神の前に出ようとすればそのたびに必要、という意味合いで理解するのが妥当で、つまりは、何度も何度も捧げ物をしても、それではとうてい人の、人類の罪を贖うものにはなりえない、のだ。いや、期間限定の効力という意味ですらなく、一瞬たりともそれらのいけにえは、人の罪を「完全には」解決することなどなく、いわば仮の通行書のようなもの。だからこそ、確実で永遠の効力を持つ贖いが必要とされていたのは、旧約時代からすでに明らかだったのだ、そう指摘されている。
 
 
ヘブル書　9:11-14
　旧約律法による贖いの業と比較させて、キリストの成し遂げてくださったことがどれほど確かなものであるかが語られる。律法による儀式を大事にしてきたユダヤ人にとって、この解説は十字架の御業への信頼を増大させるものだったはずだ。異邦人にとってはローマ8章のような説明のほうが馴染みやすいかもしれないが。でも、知識としてでも、十字架の贖いがどんな意味合いでなされたのかをきちんと確認しておくのは価値あることだ。本来は、至り得ないはずだった神へと向かう道が、キリストの十字架によってこそ開かれたのである。神が心優しい寛容な方だから受け入れられているのではなく、ご自身が犠牲を払ってくださっているからこそ開かれた道であることは、よくよく心に刻んでおくべきだろう。
 
 
ヘブル書　9:14
　私たちの良心をきよめて死んだ行いから離れさせる、という言葉については、いろいろ考えさせられる。ローマ書も語るように、キリストによる救いが私たちを罪の奴隷から解放することは、繰り返し語られているとおりだ。一方で、そんなものであるのに、相変わらず罪の課題を抱え続けているのが人の現実であることもまた聖書の示すとおりだ。だから、キリストの血が人を自動的に罪から離れさせる、というわけではない。だが、人が神に頼り求めていくならば、人の力ではなしえない罪からの離脱が、それこそ神の力によってなしえていくことができるという期待を、私たちは抱いて良いということではある。むろん、消しゴムではないのだから、パパッというわけにはいかない。でも、どうせだめだからと諦めるしかなかった者たちが、けれど、神に期待しつつ奮闘しようと志すのに十分すぎるほどの約束は与えられているのだ。それに、贖いのために費やされたものの大きさを思うと、どうでもいいや、というふうになっていた者たちの心も変えられていくに違いないと思う。
 
 
ヘブル書　9:15
　日本語の訳がわかりにくいように、私には思えるので、ちょっと解説を加えた方がいいかもしれない。初めの契約、つまり、モーセの律法、あるいはもっとさかのぼって、アダムたちに告げられたことでも良いと思うが、違反（つまり罪）に対してはその代償として死が宣告されていた。これは簡単には動かせないもので、神は愛だから寛容に、というふうにはならない。でも、人にとっては実に幸いなことに、この違反の代償となるべきいのちが、すでに差し出された。そうキリストの十字架である。だからもう大丈夫、心配はいらない。神の契約（約束、あるいは宣告）は絶対であり、違反の代償となる死がもたらされた以上は、その恩恵を受ける人間たちは、確実に、間違いなく、この救いを受けることができるようになった、のだ。かつては大祭司の捧げ物が民の希望だったけれど、今はもっと力強く、御子ご自身の贖いが、私たちの希望の光であるのだ。だから、永遠の資産、つまり神の祝福は間違いなく私たちの手に届くのだ、ということである。小難しく感じられるかもしれないが、呼びかけられている中身は実にありがたい、喝采に値するものである。こうして一つ一つ辿っていくと、神が用意してくださった恵みの確かさを、しみじみ考えさせられる思いだ。
 
 
ヘブル書　9:16-22
　日本語で読むと、突然出てきた遺言という単語に戸惑うばかりだが、ギリシャ語では15節の契約と同じ言葉で、ちょっとした言葉のあや、言葉遊び的な用法で、話をさらに展開させるきっかけを作っているのだ。こんな感じである。契約の実現と言えば、そうそう、あっちの契約、人の生き死にに関連する契約、そう遺言の場合には、それが効力を持つのは当人が亡くなった時。それ以前にはいくら契約が立派でも実現はしない。つまりは、遺言とはいのちを代償として効力を持つもの。モーセの時だってそうだった。彼は羊の血を用いて契約の実現へと歩みを進めた。真に価値ある契約の効力は、いのちを投げ打ってこそ、であり、だとすれば、キリストのいのちを犠牲にしているこの契約、神との約束は、十分過ぎるほどにその負担を果たした。文字通り、生命をかけての契約、約束なのだから、その効力も絶大であるのだ。安心して良い、ということである。
 
 
ヘブル書　9:22
　モーセ律法に記されている赦しに関する儀式は、動物を犠牲とするものであり、血が流されるものだ。それは日本の私たちにはまがまがしく見えるだろうが、当時の人々にとってはそれだけでなく、貴重な家畜を代償とするという、とても重たいものでもあった。家畜は、そこから先に財産を殖やしていくための源でもあり、人々の暮らしと生命を支える要でもあった。そういう家畜の血は、動物だからいいや、ではなくて、人々にとってまさに自らの血、自らのいのちを意識させられるものであり、罪の償いは自らの命そのものを必要とする、という基本理念をはっきりと分からせるものであったのだ。御子の命を犠牲とする、ということの重さを、彼らはより激しく意識させられていたはずである。
 
 
ヘブル書　9:23-28
　モーセを通じて神が示されたのは、やがて実現する救いの御業を人々に予告するための「模型」であるとヘブル書は言う。それは人々に救いの必要性や神求めることの重大さを指し示す大きな意義があるが、もちろん、最終的には本物による実現が待たれるものだ。その点でも、モーセ律法に慣れ親しんでいるヘブル人に対して、そこで満足しているわけにはいかない、その先の幸いをこそ受け取っていく必要があるのだということを、この書は力強く呼びかけている。その本物がどれほど確かであるかは、そこで用いられているものが動物の血ではなく、神の御子の血であるという違いによっても、よくよく分かるはずだということでもある。この対比は、旧約的なものを否定するためではなく、キリストによる救いの価値をより明確に知るための提示となっている。
 
 
ヘブル書　9:25-26
　キリストが自らのいのちを捨てるのはただ一度だけ、ということが強調されている。モーセ律法との比較の意味もあるが、十字架によって与えられた救いの確かさを知るという点でも大切なことだ。我が身の罪深さを思い知るからではあるが、しばしば、間違いなく救われたのだという安心感が不足し、神に向かって何度も問い直す人がいる。それでも安心できなくて、今度は自分の頑張りで不足を補おうとする人もいる。でもそれは恩恵としての救いを否定するものになりかねないし、それに、どこまでいっても終わることのないマラソンを走り続けるような悲惨さをもたらすことにもなる。聖書は断言している。キリストの犠牲はただ一度だけ、それで十分に達成しているのだ、と。
 
 
ヘブル書　9:27-28
　神の言葉に対して不遜な言い方をするなら、この対比は、私にとってはあまり「なるほど」という感じではない。が、意味は明確である。読者は人の先行きについて、死と、それから終わりの時のさばきがあることはよく理解していたのだろう。それで、そこを手がかりにしてキリストについても、十字架の死があり、でもそれで終わりではなくてその先に、再臨の時、しかも今度は人々を救うために（この意味合いは慎重に受け止める必要があるが）来られるのだということが指し示されている。キリストによる祝福は、なおいっそうの豊かさがあるということだ。モーセ律法の大祭司は限定的な贖いを行うだけで、かつ、その先の助けを実現する力はないのだから。このあたりのことは11章とも関連してくる。
 
 
ヘブル書　9:28
　キリストの再臨について、最後の審判という言葉が影響しているのか、不安な思いで見ている人が少なくないと思う。むろんそれはクリスチャンで、ということだ。信じていない人は、もともとからしてキリストの再臨などは気にしないだろうから。だとすれば、ここに書いてある言葉は、しっかり読んでおきたい。キリストが来られるのは、人々の救いのため、である。あるいは自分自身の心は自らを責めるかもしれない。でも、キリストご自身の意図は、目的は、人々を救うためにこそ、である。このことは決して忘れてはならないことだ。
 
 
ヘブル書　10:1-4
　ローマ3:20にもあるように、律法は人々に罪を思い出させる。しかも、真剣であればあるほどに、自分たちは神に受け入れられないものに過ぎないことを痛感させられる。そのことは律法が救いにとっては十二分ではないことの印であるのだが、とすれば、私たちがキリストを思い、十字架を思う時、聖餐式の時なども、気をつけておきたい。確かにそれは自らの罪を思い出させる。だがそれは、もうだめだと崩れ落ちさせるものではなく、そうであってはならなくて、こんな自分たちがそれでもなお神の恵みによって救い出されているという驚きと感謝、そして喜びが湧き上がるものでなければならない。もし、痛みと悲しみだけしか起こらないのだとしたら、それは十字架の意味を、意義を損なってしまっていると言わねばなるまい。
 
 
ヘブル書　10:5-10
　9章では旧約の大祭司との比較で語っていたが、ここでは律法の示すささげ物全体を取り上げながら、キリストによる贖い・救いがはるかに勝って信頼できるものだということが語られている。こういう説明は、旧約律法を重視していたヘブル人にとって重要なものだったが、今の私たちにとっても、旧約との比較だけでなく、世に様々あふれている説や、あるいは自分たち自身の思い込みなどではなく、まさにキリストの示されたこと、成し遂げられたことにこそ意味があるのだということを、ちゃんと確かめていくのに、必要な事柄である。時に、熱心であるのだけれども、キリストの業をちゃんと見ていないがために別の道へと迷い出てしまうことがあるのだが（悪意の低い異端の類などはそのあたりが誘因ともなっているようだ）、それはあまりにも悲しいことではないか。
 
 
ヘブル書　10:5-7
　詩篇40からの引用だが、言葉は所々入れ替わっている。七十人訳が元になっているためだが、そのぶんだけ、キリストの御業を理解する手がかりとしては分かりやすくなったようにも思う。詩篇は、人が神の前に立つとは、単に儀式を行うことではなく、その生き様全体が神と共にあることが問われているのだと語っていて、これは本来旧約全体の指し示すことでもある。ユダヤ人が律法を重視したのも、本来はそういう姿勢の具体的表れとしての律法だったはずだが、人間はどうも形ある部分にばかりになりやすい。今の私たちの信仰のあり方としても、様々に形ある部分はあって、それぞれに必要もあるのだが、形がどうかではなくて、何よりもその人の心と生き様、その方向性が、主を求め、御心を求め、共に歩んでいこうとするものであることが、重視されるべきなのだ。さもないと、ただこれごれの条件は果たしましたからご褒美をください、という関係になってしまう。
 
 
ヘブル書　10:5-7
　詩篇自体の意味合いは昨日のとおりだが、ヘブル書ではそのことをキリストの御業を指し示すものとして用いている。つまり、神が真実に求めているのは、律法に記されているようなささげ物ではなく（本来は、そういうささげ物もまた人々の信仰の姿を現す一つだったのだが）、その人の生き様全体、さらに言えば、その存在そのものが求められていくのだということである。ローマ12:1ではそれが一般的な信仰のあり方のこととして示されているが、ヘブル書では、神が突き詰めて求めているものは、それこそキリストご自身によってしか成し遂げられない部類のものという認識が込められて、それで、十字架によってこそ達成されたのだということが告げられている。このあたりも、ヘブル書の初めに出ていたように、本来は人が問われるべきものだったものが、とうていできない、できるはずもない、その一切は、人の代表としても立たれている、神の御子である方によってこそ実現されていっているのだという話とも重なるものだ。
 
 
ヘブル書　10:8-10
　詩篇の言葉も用いつつ、神が人に、この世界に求めている本来のこと（単に儀式を行うことではなく、その人自身の生き様全体が真実なものであるのだとの指摘）が確かめられていくのだが、すると、このような神の求めに、人はとうてい応答できないということを思い知るわけだ。と同時に、それを確かに実現されたキリストがおられることを、改めてまざまざと見出すことができる、そういう話の運びである。と共に、キリストのなさったことは単に自身の勝手な行為ではなくて、まさに神の御心そのものであったことを、旧約の言葉との兼ね合いからも見出せるでしょう、という呼びかけにもなっている。ヘブル人読者にとっては、旧約との整合性は大きな関心事でもあったのだ。私たちにとっては、三位一体の神ということも含めて、この救いの御業が神の徹底的な取り組みの中で推し進められていることを知る、意義深い指摘でもある。旧約と新約をばらばらに考えてしまう人々もあるけれど、それは福音の豊かさと確かさを減じるだけのものでしかあるまい。
 
 
ヘブル書　10:11-18
　律法の告げる儀式は、それ自体としての役割はあるのだが、「罪を除き去る」という点では効力がないのだと指摘されている。それは、律法に向き合うとなおいっそう罪を意識させられるという点、それから、繰り返し行う必要があるという点もまた、それが人々を罪から完全に解き放つものではないことを思い知らされるのだ。それに対してキリストの御業は、それこそただ一度で完結されているし、さらに聖霊の働きかけの中で人々の心そのものに働き掛けていること、また、「思い出さない」という宣言がなされていることから、その確かさ、十二分であることが明示されているではないか、との指摘である。救いの御業の確かさは大事なことだから、切々と説き語られている。
 
 
ヘブル書　10:16-17
　確かな赦し・救いとはどのようなものか、について、ここには人の側のこと、そして神の側のことの両面が語られている。まず、人の側については「神の律法が人々の心に書きつけられる」。つまり、神の御心を生きることが、命じられて仕方なくとか、不承不承ではなく、自分自身の願いとして、望みとして、なされていくようになる。完全に成し遂げられるわけではない。人は多くの弱さと罪の結果を抱えているから、問題は続くだろう。でも、願いとしては、思いとしては、ぜひとも主にあって生きていきたいのだという、そういう切なる思いが、その人の心のうちにしっかりと育っていく。この変化は格別のものであり、まさに、人を新たに生かすものと言える。キリストの成し遂げられた救いは、確かに根本からのものなのだ。
 
 
ヘブル書　10:17
　それから、神の側については、神は人々の罪を思い出さない、とある。記憶から消し去る、というふうに言ってしまうと、ちょっと意味合いがおかしくなる。真の愛情は、問題のある相手だと承知の上で、それでもなお顧み、いとおしむことであり、支払われた犠牲の大きさもまた、しっかり認識されている。ただ、それなのに神は、思い出すことはしない、と言う。つまり、その罪を前提として人々に厳しく接したり、罰を科したり、あんなことをしたお前たちなど信用できないと言ったり、人間同士にはよく見られることだが、そういうことについて、それは決してしない、とおっしゃる。だからこそ人は、自分で自分の罪を深く責める思いであってもなお、神の前には真っ直ぐに出ていくことができる。まさに、この救いは確かなもの、間違いのないもの、であるのだ。
 
 
ヘブル書　10:12-13
　この言葉は、他の箇所ではキリストの神性を示すものとして語られたり、あるいは、とりなしてくださっていることを示す際に語られることが多い。でもこの場合は、贖いの業、救いの業はもう実現されているから、間違いがないから、だからもう慌てる必要がなく、まだ足りないと走り回る必要もなく、安心して、次のことを待っていればいい、という意味合いでの言葉であり、つまりは、十字架の御業が完全、確実、何も心配はいらない、ということを指し示すものだ。私たちは何かをやり遂げた後でも、またまたいろいろと手直しだの、追加だのと落ち着かないけれど、キリストの場合にはそんな必要はないのである。
 
 
ヘブル書　10:19-21
　まことの聖所、つまり至聖所は、神のおられるところを意味していて、旧約律法では人が入ることを認められていない場所で、どんなに捧げ物をしてもだめだった。人は神に近づくことはできないのだと告げられてきたのだ。それがキリストの救いによって、まことの聖所に入ることができるようになった、つまり神に近づくことができるようになった。罪ある者たちが、である。それに関してキリストのしてくださったことが、まず、道を開いてくださったこと、次に、まことの聖所の中で、つまり神の御許で、私たちを迎え、支え、助け導いてくださる、その二つのことをなしてくださるのだと、語られている。それでキリストの立ち位置は、入り口のところと、そしてまた聖所の中、とされている。私たちの救い主が共にいて下さるなら、偉大な神の前でも何も案ずる必要はない。
 
 
ヘブル書　10:20
　かつて、神殿の中では祭司が出入りする聖所と、神のための場所である至聖所とは、垂れ幕で仕切られていた。布だから入ろうと思えば物理的には可能だが、でもそれは神の神聖に対する暴挙であり、むろん神を敬う者たちはその先を垣間見ようとすらしなかった。でも、その幕は切り払われた。キリストが十字架で息を引き取った時、神殿の幕は真っ二つに裂けたと福音書にはある。それさまさに象徴的に、人は神のもとへと喜びはせ参じることができるようになったのだという印である。キリストこそがそれを成し遂げてくださった方である。
 
 
ヘブル書　10:21
　中に入った後、きっと私たちはどぎまぎしてしまうだろう。偉大なる神の前にいるのだ。愛されている、赦されていると言っても、それでもなお、何を語ればいいかもわからず、立ち尽くしかねない。でも大丈夫だと告げられている。キリストがおられるから、私たちの救い主がおられるから、兄弟となってくださった方がおられるから。何も心配はいらない、アバ父と呼べる相手、キリストとの共同相続人と呼ばれている私たちなのだから、神の御許、そこは私たちにとってもまた我が家のようにくつろぐことができる場所、であるのだ。これほど安心できることはない。
 
 
ヘブル書　10:22
　そのようなわけで、というのは、ここまで語られてきたこと（1:1から）全体を意図するものと考えて読むのがちょうど良い。弾圧の中で弱さを覚え、失望落胆し、このままキリストへの信仰を生きていくことに不安を覚えていた人々に対して、ヘブル書は語るのだ。あなたがたが苦闘しているのは分かる。だが、キリストはもっと偉大な方、その救いは何万回も確実という言葉を重ねられるほどのもの。だからこそ、顔を上げて、胸を張って、嵐に打ち倒されず、諦めてしまわずに、主に寄り頼み続けよと、そう言うのである。このような呼びかけと戒めと励ましは、いつの時代の者たちにとっても必要だろう。人は、神のもとに生きていこうとすればするほど、課題を痛感し、自分の弱さにうちひしがれる。ヘブル書は読みにくいと思う人も多いけれど、信仰を生きようとする時に、どうしても必要なものだとも痛感する。
 
 
ヘブル書　10:22
　キリストの確かさは、その存在の偉大さと共に、なしてくださった救いの御業を思い返す時に、なおいっそう強い確信を抱くことができる。私たちはキリストの命を犠牲として、「邪悪な良心をきよめられ」られている。人を神から遠く離していたもの、神の元に駆け寄ることを妨げている自らの罪が、取り除かれたのである。それなのに、どうしてこの方を、この救いを手放してしまうことなどあり得ようか、様々な困難があったとしても、それでもなお、しがみつき続けていくだけの意義、価値があるではないか。そう語るヘブル書の言葉は、必死のものとなっていることを痛感させられる。
 
 
ヘブル書　10:23
　神の約束が確かなものかどうかに戸惑いを覚えるならば、いくらでも問い直したらいい。期待し、信頼して、それで裏切られたりしないかどうかに不安があるならば、求め続けていけば良い。このヘブル書はここまで13ページ（新改訳聖書で）もの分量を用いて、人々の戸惑いと不安に答え続けてきた。いやこの分厚い聖書全体が、その答えでもある。神は労を惜しんだりはしない。約束が真実であること、神が確かに関わってくださることは、探し求める者にはいくらでも示されていく。だからこそ、そうやって知らされた者として、動揺して離れてしまうのではなく、この希望に生きることを表明し続けようと、呼びかけられている。人は誰でも、自分はどこに立って生きるのかを、形は様々でも、示し続けるものである。あなたの希望はどこにあるのか、とこの人生は誰にでも問いかけ続けるものである。だからこそ、私たちの希望は神にある、と語るのだ。（詩篇62:5）
 
 
ヘブル書　10:24
　この希望を生きていくためには、自分一人ではどうにもならない。それは互いに励まし合い、支え合い、時には注意し合っていくことが欠かせない。大丈夫、自分は一人でもやっていける、と思っている人がいるとしたら、それは強さではなく、ただの愚かさである。聖書が語り続けることからすればそうだ。神は人を一人で生きるものとしては造られていない。共に生きる者、共に支え合っていく者なのだ。だから、崩れ落ちそうになっている人々に対して、決して一人でいてはいけないと、口を酸っぱくして言い続けている。人は時に、危険なところ、厳しい所に立たねばならないことはある。崖から落ちそうな人を助けに行くために、断崖絶壁を下りていくべき時もあるだろう。だが、その時に、上で支えてくれる人々と結びつけている命綱を、そんなものはいらないと言って投げ捨てるのは、勇気でも何でもなくて、ただの愚かさであり、自滅の道である。共に、と神は語り続けている。
 
 
ヘブル書　10:25
　それゆえ、一緒に集まることをやめるな、と語られている。同じ場所にいなくても励まし合うことはできる、と言えば、それはそのとおりだ。遠く離れた所にいる人々のために祈り、励ますこともできる。でも、人は物理的にも近いところにあることが、共に歩むための大きな要素となる生き物である。キリスト教の礼拝は、個々人のものではなく、共に集まってのものである。神社で祈る者はただ一人立つのだろうが、教会の礼拝は常に人々が集まってのものとなっている。だからこそ、かつて隠れキリシタンたちは、弾圧と露見の恐れを知りながらも、共に集まることを続けていたと聞く。幕末の長崎では、異国の人々のために建てられて天主堂に、隠れていた人々は訪ねてきて、共に礼拝したいと言ってきた。共に、を外してこの信仰を考えることはできないのだ。
 
 
ヘブル書　10:26-31
　このような箇所から、信仰者が罪を犯したら（あるいは信仰を離れたら）もうおしまい、というふうに考える人が出てくるのは、この箇所だけを見るとやむを得ないようには思う。だが、聖書全体の教えを読み、また、ヘブル書全体の語るところを見ていれば、神は決してそのように断罪するためにこの言葉を告げられたわけではないと分かるはずだ。そして教会は、神のそのような意図を適切に受け止めて、ひとたび神を捨てた人々が再び戻って来た時、しっかり受け止めていったのである。ヘブル書はずっとキリストの救いの偉大さを語り続けてきたので、これはその延長線として、キリストの救いの重大さを述べた言葉である。それは信仰者たちにとって背筋を正される思いがしただろうし、それで良いのだが、でも、誰かを断罪し、捨て去ることを意図するものではない。こういうところが、教科書ではなく手紙として記されていることの性格の差、でもある。
 
 
ヘブル書　10:26-31
　ただし、信仰者自身、自らに対しては、この言葉を読み聞かせられる時、事の重大さをしっかり胸に刻み込むべきではある。信仰は単なる趣味ではないし、気分のものでもない。生涯をかけて歩む決意をした真剣なものである。夫婦が、生涯愛するかと問われるのと似ている。罰則で縛られているから、あるいは脅されているから仕方がなく、ではない。でも、夫婦の日々の中で様々あるかもしれない、その中で、でも自分たちは生涯の愛を誓ったのだということを思い起こしつつ、精一杯取り組んでいこうとする。神が守り支えてくださるからこそ、である。このヘブル書も、キリストという確かな救い主がいることをずっと語られてきて、だからこそ、この激しい言葉に直面しても人々はむしろ、そこまで言い切る神に信頼性を覚え、励ましを受けていくのだ。
 
 
ヘブル書　10:30-31
　この30節に出てくる引用は、本来は、悪人から虐げられている人々に対して、神が守り支えてくださることを約束する励ましの言葉である。ヘブル書読者からすれば、害をもたらしている人々、迫害している人々について、神が立ち向かってくださるという力強い言葉だ。でも、真実な言葉というものは、常に両面性を持つ。敵対する相手について、あの間違いを正してください、と神に祈り願うなら、そして神がそれに応えてくださると信ずるのなら、そのような神の偉大な力は、自分自身にも問いかけるものになることを、忘れてはならない。そうでないと、それは神を信ずる姿ではなくて、神を自分の手先として利用しようとする姿、そう、魔法のランプを手にした人のようなものとなってしまう。だからこそ私たちは、神に切に祈り求めつつ、同時に、神が御心のままに最善をなしてくださるように、と祈るのである。
 
 
ヘブル書　10:32-39
　前の部分が戒めを土台とした励ましなら、ここは人々の実績を思い起こさせての励まし、あなたがたにはそれができるはずだ、今までやってきているではないか、という励ましである。確かに人々は苦闘して疲れ果てていこうとしている。だが、それは今、初めて出会っているものではなく、これまで彼らが取り組み続け、乗り越え続けてきたもの。ちゃんと勝つことができてきているもの。だから大丈夫、今度もまた、あなたがたはきっと勝てる。そういう約束、呼びかけになっている。慰めや励ましには様々あるけれど、経験済みだ、という指摘は、結構勇気が湧くものではないか。第一コリント10:13も思い起こす。
 
 
ヘブル書　10:33-34
　これまでの経験を指し示す中に、自分が苦闘したことだけでなく、苦闘している人々を支え、励ましてきた経験が語られているのは印象深い。それはつまり、乗り越えてきた先駆者たちがたくさんいたということである（11章も）。と同時に、そうやって苦闘する時には、きっと誰かが励まし支えてくれる、自分たちがそのように導かれていったように、きつと神は誰かをよこしてくださる。そういう希望と勇気を届ける意味合いが、この言葉からは見出すことができる。ひとりではない。これは聖書がずっと言い続けている大切な力、支えである。
 
 
ヘブル書　10:37-38
　37節の言葉は、自らに、また人々に、呼びかけ、働き掛ける切なる言葉だ。頑張れと叱咤するだけでは足りない。それではだめだと理を説くだけでも足りない。人が立ち続けられる理由は、主が必ず来てくださるのだという確信、そしてまた、そのことが繰り返し呼びかけられていることによってこそ、であろう。初代教会を題材にした小説に、迫害の中でうめく人々を厳しく叱責し続ける毅然とした指導者が出てくる。だが、その彼に向かってパウロが、神の慰めと支えを、約束を語り聞かせる言葉を語る場面がある。「私は世の終わりまでいつもあなたがたと共にいる」と約束された主こそが、私たちの信じる方であるのだから。
 
 
ヘブル　11:1
　ヘブル書の中でも最も有名な箇所と言えそうなところに来た。信仰の勇者たちの物語として語られているけれど、この1節の言葉をよく覚えておきながら、先を読み進んでいこうと思う。この後の語られていく様子からして、この1節はこういう言い方になるわけだが、こんなふうに言い換えてみても良いと思う。「神信ずる者は、神の約束に基づいて願い求めていること、望みを抱いていることが、必ず実現するのだという保証を神から与えられているのだし、だからこそ、今はまだ見ていないもの、自分の目には見えていないものを、それでもなお実現すると確信しているのだ」と。信仰は、という言い方になっているけれど、本人の意志や信念ではなくて、大事なのは神の約束であり、また、神の御業である。
 
 
ヘブル書　11:2
　旧約に出てくる様々な人々が、その事例、証人（12:1）として紹介されていく。これを読みながら旧約を参照するもよし、旧約の箇所を読んでいる時に、この11章を開いてみるのもよし、なかなか興味深い解説書になっている。信仰の先駆者たちの姿を知ることは、これからを生きる者たちにとっては実に有益なことである。彼らの信仰の姿を記録する伝記の類とか、あるいは本人からその歩みについて話を聞くのも意義あることだ。むろん、彼らの歩みの全てが正しいとは限らず、完全視するのは望ましくない。でも、様々な失敗や、時には挫折も含めて、その歩みと、それから、その人を支え導いてくださっている神の豊かな恵みは、きっと私たちをも励まし、支えてくれるだろう。もちろん、聖書に出てくる人々も、である。
 
 
ヘブル書　11:3
　世界の始まりを、人は見ていない。神がそのように語られているから、それによって何があったのかを知ったのであって、自分たちの目で見ていたわけではない。見ていないことを信じる。でもこれは信頼する者同士の間ではごく自然なことだ。さもなければ、友の語ることをすべて、自分が確かめて歩かなければ信じないと言うのだろうか。そして、目に見えない神が見える世界を造られたということは、私たちの目に見えるものがすべてではないことは、この世界の存在そのものからも言えるのだと気づかせられることになる。だとすれば、人の目に見えるもの、人の手の届くものがすべてではなく、もっと偉大なものがこの世界にあるのだと、人は気づかせられていくことになる。さもなければ、人はこの限界だらけの世界の中で、あきらめと挫折感の中で生きていかねばならないことになる。夢とか希望という言葉は死に絶えてしまう。そんなはずはないと、多くの人が気づいているはずだ。その保証は、目に見えない神、人をはるかに超えている神が、この世界を掌握されていることにこそあるのだと、聖書は語る。
 
 
ヘブル書　11:4
　カインとアベルの事件は、創世記ではカインに焦点を合わせて記録されているが、ここではアベルの歩みが取り上げられている。彼は殺されてしまった。その生涯は途切れ、子孫もなく（ヘブル人には最重要項目だ）、人間的に見れば失われた、残念な人である。だがヘブル書は、そんなことはない、と言い切る。なぜなら彼は神によって受け入れられたのだから、と。人の目には何も良いことがなかったように見えたとしても、でも、神がそこに関わっているならば、その日々は豊かな価値あるものなのだと告げられている。これは私たちの回りでも大事な指針だ。人の目に見えるものがすべてではない。人の意義と価値は、もっと、もっと大きなものだと、神は告げておられるのである。これを忘れてしまうと、落胆ばかりになってしまうだろう。
 
 
ヘブル書　11:5
　エノクは創世記5章に出てくるが、その生涯は前後の人々に比べて格別に短い。だが聖書はそのことを、神によって取られたのだと語り、彼は神と共に歩んだのだと語る。このことも、もし神がおられなければ、神が働きかけているのでなければ、残念な人、でおしまいになってしまう。でも聖書は始まりの時からずっと、神が共におられることにこそ、何よりの意義があるのだと告げている。創世記の記事を見る人は、エノクを幸いな人と言うだろう。そのように受け止められていること自体が、人は自分の目に見えることだけで生きているわけではないこと、世界はその程度のものではないことを告白するものである。迫害や困難の中で、人々は落胆していた。彼らに対して言うのだ。でもあなたがたはあのエノクを幸いな人と言っているのではないか、と。
 
 
ヘブル書　11:6
　一連の人々紹介に挿入されている説明部分だが、信じなければ罰する、というような意味合いではなくて、むしろこれは、神を信じることをやめてしまったら、この世界にどうやって光を見出すことができるのか、という問いかけと言える。目に見えない神がおられること、私たちがまだ見ていない神の報いがあることを信頼するからこそ、人は歩いて行くことができる。この闇の世をも、である。信じなければならない、と語られているが、それ以外に光はどこにもない、という切なる訴えでもある。神という光を見ることには、この世が闇を抱え込んでいることをも直視する生き様を意味する。これは非常に厳しい覚悟を求めるものと言えるだろうね。でもそれが、光の始まりなのだ。
 
 
ヘブル書　11:7
　ノアの出来事は有名だが、彼のすばらしいところについてここには、まだ見ていない大雨・洪水の予告を信頼して、神の命令のままに箱舟を作り、家族を助け出したことにあると告げられている。彼については、正しい人、義人という表現が伴うことがあるけれど、ヘブル書が注目するのは彼の道徳性ではなくて、神を信頼したという点であった。むろん彼だって、迷ったり、悩んだりもしただろう。でも結局彼は、神に言われたとおりの箱舟を、多くの月日を用いて造り上げた。その行動こそが、彼の信仰のしるしとされている。一度はそっぽを向いたけれど、後で手伝いに出掛けた息子の幸いを、イエスも語られているとおりである。
 
 
ヘブル書　11:8
　信仰の父と呼ばれるアブラハムである。まずは創世記12章に出てくる、神の呼びかけに応えて出かけていったこと、が取り上げられる。ここでも、自分では見ていないものを神を信頼してつかんでいった姿が紹介されている。ヘブル人は、アブラハムの行動がどのような結果に至ったかをよく知っている。その信仰、その信頼は、決して無に帰することはなかった。神は確かに、その約束を守り果たしてくださる方なのだ。事の成否を決めるのは、そこに神がおられるのかどうか、にこそある。
 
 
ヘブル書　11:9-10
　アブラハムは約束の地を指し示されたが、その暮らしは他国人、寄留者としてのものに過ぎなかった。家や町を建てることはなく、天幕で暮らし続けた。この場所をすべてあなたの手に、と告げられていたのに、である。待たされるのは楽なことではない。神は嘘つきだといってしまうか、あるいは待ちきれずに先走ってしまいそうだ。でも彼は、目先のことよりも神の約束が子孫永劫に続くことの意義を大事に考えた。今の状態だけで神の約束の成否を決めたりはせず、その言葉を信じた。思うようにならない場面は多々あるのだが、その時、その人が本当のところ何を信じ、何に寄り頼んでいるのかが明らかになっていく。ちなみに、天幕生活ではあるが、アブラハムはかなり裕福な暮らしをしていたことは指摘しておくべきだろう。最終目標に至らなくても、神はその時々を満たしてくださるのだ。
 
 
ヘブル書　11:11-12
　アブラハムの信仰は、子が生まれるという約束のことで問われ続けていた。75歳から100歳まで、25年も待たされたのである。創世記が語ることからすれば、アブラハムも待ちきれずに別の道を求めたこともあった。彼も決して完全ではない。でも、そのたびに神は道を示し、そしてアブラハムはそれに付き従うことにしている。長期的な取り組みというものは、鋭く差し迫るものではないかもしれないが、一方で、重圧としてのしかかるものでもある。弱音を吐きたくなることもあるだろう。そんな者たちに神が呼びかけ続けている声に、ちゃんと耳を傾ける者でありたい。
 
 
ヘブル書　11:13-16
　一区切りしてのまとめの箇所だが、アブラハムたちの歩みは単に我慢、辛抱を意味するのではなくて、その先に神が祝福を用意してくださっていることを信じ、それを期待するからこそのものであることが指摘されている。もし、神の約束を信頼せずに別の道を行くならば、その約束は投げ捨てるということになる。他のものが良いならば、それはその人が選ぶだけだろう（ヨシュア24:15）。でも、神の示された祝福を望むのならば、約束の実現を信じて、それを前提とした生き方を追い求めるべきなのだ。でもそれは、単なる我慢に比べて、どれほど心楽しいものだろうか、と思う。
 
 
ヘブル書　11:16
　創世記を見る限りでは、アブラハムたちの歩みは、死後の世界を意識したものとは言えないだろう。もともと聖書は、この世では苦労しても、死後の世界では花園に、というようなことは提示していない。イエスご自身も、天の御国はあなたがたの中にあると告げられていた。彼らの姿勢には、まず、今はまだでも神が御心の時に実現してくださる、という信仰があり、次に、自分だけではなく子孫たちも含めての実現という認識を持っていたことがあり、その上で、今の世がすべてではないということへの思いが備えられていたのだと言える。なお、旧約の認識では、からだと魂が分離した状態は意識されていないが、新約でも神の約束は「身体のよみがえり」であり、新天新地であることは、心に留めておきたいものだ。人々の信仰は、とても現実的なものである。
 
 
ヘブル書　11:17-19
　イサクを捧げようとした出来事は、神のためには全てを差し出す姿として語られることがあるが、この箇所からすると、アブラハムの思いは決してそういうものではない。彼はイサクを失うつもりはなく、神がそんなことを命じるはずはないと考えており、一時的に手を放すだけ、という認識だ。もちろん、死んでしまった者がどうして戻り得るのかは、彼も分かってはいないのだが、神の全能の力ならば事を動かせるのだと信頼したのである。悪は捨てるべきである。だが、良いものを捨てよ、諦めよ、という話は神の教えではない。自らの生命をあえて捨てる者は、それを手に入れるのである（マタイ10:39）。
 
 
ヘブル書　11:20-22
　アブラハムに続くイサク、ヤコブ、そしてヨセフの信仰が、その生き様を通して紹介されている。この３つのことは、まだ見ぬ将来のことを、神の導きと祝福を信頼して委ねていく、というところが共通する。置かれている状況は人によって様々であるわけだが、でも、信仰は一つ（エペソ4:5）と言われているように、神によって助け、支えられていくことを自らの基軸とすることこそが、人々すべての日々を確かに導くものとなりえるのだ。それはこの人々から4000年近くも後に生きる私たちにとっても同じ、である（アブラハムがBC2000くらいなので）。
 
 
ヘブル書　11:23
　時代は進んでモーセに至っているが、ここでもまた、信仰によって歩んでいる人々がいたではないか、と紹介されている。12:1にあるように、これらは皆、人々が信仰によって歩み進んでいくことへの励まし、支えとして提示されていることで、数多くの事例が紹介されていることの重みと幸いを覚えていきたい。ここではモーセの両親という、さほど名だたる人ではない彼らもまた、神を信じて歩んでいたのだということが告げられていて、信仰の勇者などとは縁遠いと思う人々もまた、この話の一員であることを自覚させられるだろう。
 
 
ヘブル書　11:23
　モーセの両親は、我が子がいずれイスラエルの指導者になると知らされてかくまったわけではない。美しいのを見た、と書いてあるが、つまり、かわいいから、もっと言えば、神が与えてくださったかわいい生命を、王の命令だからといって投げ捨てたりできない、という、ごく自然な感情からの行動である。信仰の歩みと言うと、特殊な事柄を意識させられることが多いだろうが、そんなことはない、信仰とは実は、人が神から与えられている良き心根をもって生きていくことそのもの、であることが大半である。そういう最も自然なあり方を壊していこうとする人間社会の暴挙というものを、痛感させられるのだが。
 
 
ヘブル書　11:24-27
　モーセが同胞を守るためにエジプト人を殺した事件は（出エ2:11-）、旧約の語り方からすると、彼の短慮から出ているものでしくじりに分類されるものとも言える。だが、結果的には失敗だったこのような行動についてもなお、ヘブル書はそこに、同胞への熱い思いを抱いたモーセの姿勢を評価する論述を提示する。やり方は彼の短慮だったが、でも、それによって失うことになるものの大きさを顧みずに突進したことは、神にあるものを大事にする姿勢として、その不十分さを鑑みてもなお、評価されていることになる。考えてみると、人は様々にしくじるわけで、完成度で判断するとしたら誰も肯定などはされ得ない。神が見ているのは、その人が何を求めて生きているかである。ただし、モーセがそうであったように、しくじりについては自ら蒔いた種を刈り取ることにはなる。モーセは40年の歳月を経ることになったのだ。
 
 
ヘブル書　11:28
　エジプト脱出の前夜に行われた過越の儀式は、神を信頼していなかったら全く無意味なものだった。神がエジプトを打破してくださることと、それから、神の使いは印のある家を過ぎ越してくれる、という二つの信頼ゆえに、彼らはあの儀式を行った。それは我が身をかけることでもあったけれど、何より、そこに確かな救いがあるという希望に満ちた取り組みであったのだ。そう、神は必ず助け導いてくださる、そのことを信じられるかどうかは、光と暗黒のどちらに進むかを決定づけるものとなる。ちなみに、後にイスラエル民族は「エジプトにいれば良かった」と不満を言い、それはまさに暗黒にいた方がいい、という選択になりかけたものであった。
 
 
ヘブル書　11:29
　イスラエルの信仰もそうだが、ここではエジプト側の姿にも言及されている。彼らもまた海の中にできた道を渡ろうとした。でもそれは神を信頼しての行動ではなく、単に、イスラエルを追いかけようとする欲求のなせる業に過ぎない。もし神を信頼したのなら、これだけの驚異を見て、イスラエルの解放こそが神の御心だと悟って引き返すはず。エジプトは後を追うのか、それとも引き返すのか、という点で、神を信じるのかどうかを問われることになっていたのだが、愚かな道を選び取ってしまった。神の警告を受け止めるかどうかもまた、信仰の課題である。（民数14:41-43はイスラエルに与えられたそういう警告の事例でもある。）
 
 
ヘブル書　11:30
　エリコは堅牢な城壁に守られていた。これを突破するのは容易ではなかったのだが、神が与えた指示はさらに不可解なもので、その謎を打開できる人は誰もいなかっただろう。3500年後の今だって、あの指示と城壁破壊との関連性は、理論的には分からない。そこにあるのは、ただ一つ、神の指示ならば従おう、というものだけ。大変ではあったが、戦いにもかかわらず、この指示には人的被害は伴わないものではある。ただ、理解できない、ということである。この時のイスラエルは、以前のような不平不満の姿ではなく、真っ直ぐに神の言葉に従った。あの時期のイスラエルは、神を信頼して生きることに民族としての全てをかけていた、という様子がある。それだけのものがなければ、あの大事業に取り組むことはできなかったのでもあるが。
 
 
ヘブル書　11:31
　神を信じたのはイスラエル民族だけではない、と告げられている。ラハブはカナン人である。しかも遊女である。だが、彼女はイスラエルを導いている主なる神を信頼し、この方に寄り頼むことにしたのである。信仰には決断と選択が伴う場合もある。回心という言い方もあるように、方向転換、何を見上げて生きるのかの変革である。ラハブのそれは文字通り保身のためであるが、でも、神についていくことを選び取った、そこに、信仰というもののあり方が明白に表されていたのだ。小難しい理論ではなく、助かるために頼れる相手は誰か、という選択そのものでもあるのだ。
 
 
ヘブル書　11:32-40
　たぶん、ヘブル書の著者は、旧約の初めから、思いつくままに名前を挙げていったのだろうが、ふと気がつくと、膨大な人数に言及していて、これはもう十分、と思って列挙を終えることにしたのだろう。しかも、まだまだたくさんいるわけで、12:1にあるように「雲のように取り巻いている」のだ。数が多ければいいものではないけれど、ここまで多くの事例が示されていくならば、神を信頼して歩むことの確かさは疑う余地なし、と納得するには十分ではないか。キリストの時代から2000年、その歴史を振り返り、クリスチャンたちの歩みを確かめ直すこともまた、神の前に生きることの意義を考える上では重要で、今の自分だけで物事を見ていると、鉛筆の先だけで立っているような不安定さをもたらしてしまうだろうね。
 
 
ヘブル書　11:33-34
　もう十分、ということでまとめに入っているわけだが、触れていない人々の事柄からいくつか、特徴点があげられている。まずは弱さの中でもなお、なすべきことを成し遂げていくことができる強さ、である。人が自分の力に自信を持つようになると、あまり良いことはない。でも、弱さに失望落胆して諦めてしまうのもまた、事態の悪化を招くだけだ。でも、人にできるのはこのどちらかを、せめて上手に用いていくことまで。けれど、神がおられ、神に寄り頼み、神に導いてもらうのならば、弱いものがそれなのに事を力強く成し遂げる、という新たな展開が起こりえる。それが信仰の姿だとヘブル書は言う。
 
 
ヘブル書　11:35-38
　敵を圧倒する勝利が語られた後で、死を克服する勝利が語られている。世の中は前者にばかり注目しているけれど、それは後者は人には無理と諦めているからかもしれない。でも、これは信仰の話、つまり、神の御業を期待する話。だからより大きな意義のある後者のことがしっかり語られている。ただしこれは不老不死ではなく、また、困難や苦しみがないという話でもなく、むしろ、厳しい事態があることを前提としたことだ。だからこそ、よみがえりという喜びが語られつつ、同時に、様々な痛みと悲しみのことがもっと多く語られている。神を信じていれば何でもうまくいく、野ではなく、困難は来るけれども越えていける、というのがこの信仰だ。死なない、のではなくて、死んでもよみがえる、のが指し示されている約束であるのだから。
 
 
ヘブル書　11:39-40
　旧約の人々が神を信じているから順風満帆、ではなかったことについて、それは目の前の幸いだけではなく、もっと大きな幸いが用意されていたからだと説明されて、それは後の人々、ヘブル書の読者たち、あるいは現代の私たちも含め、皆が共に受け取っていくことのできる幸いであることが語られている。神の恵みはその場しのぎの一時的な安堵ではない。永遠という言葉にふさわしい、力強い、確かなものであって、だからこそ、その時の苦労や厳しさがあっても何のその、である。すでに書いたように、この手紙の読者たちは厳しい状況に置かれていた。もうだめだ、とも思っていた。でもそうではない。今だけのほっと一息、ではない恵みがあることを忘れるな、との呼びかけになっている。
 
 
ヘブル書　12:1-2
　11章だけで一ヶ月近く読んでいたが、それだけの価値はあると思う。ここに書いてあるように、多くの証人が雲のように取り巻いている、ことを知り得るならば、落胆し、諦めてしまいそうな者たちにも勇気と希望が湧いてくるというものだ。そして何より、祝福の業を成し遂げておられるキリストご自身が厳しい事態を乗り越えていることを思うと、神の幸いというものはこの世の混乱という厳しさを越えた先にあるのだな、ということが見えてくる。救い主の歩みを思い出してみても、神の幸いは花園の楽しさではなくて、厳しさの先にあるものだということがわかる。厳しさに直面すると、人はしばしば神はいない、とか神に捨てられた、と思うのだが、そうではない。この世が罪に堕ちている以上、苦境は起こるのであって、でもその先に神がちゃんと助けを実現してくださる、のだ。それを忘れてしまうと、力は失せてしまうだろう。
 
 
ヘブル書　12:1
　罪を捨てて、ということが語られている。この書簡は迫害の中で苦闘している人々を励ますものだから、ちょっと不思議な感じもあり、これまで語られてきた中で出ていた課題は、いわゆる罪よりも、信仰を捨ててしまう可能性ということであったことからしても、不思議、ではある。でも、この後の所を見ていくと分かってくるのだが、厳しい事態に置かれているからこそ、ちゃんと生きる、悪に油断しないということは大切なのだ。さもないと、一気に瓦解してしまう。忙しい時ほど、あるいはつらい目に遭っている時ほど、健康には気をつけて、風邪引いたりしないように、さもないと、体調だけでなく、心の状態も何も、一気に崩れてしまい兼ねない。この言及は、ヘブル書読者が何かの過ちに陥っているということ以上に（書かれていることから推測することはできるけれど）、厳しさの中でちゃんと立ち続けるための必須事項ということで語られているのだと言えるだろう。
 
 
ヘブル書　12:2
　私たちが信仰を生きようとする時には、その全てを助け導き、いや信仰そのものを生み出し、与えてくださったキリストご自身の存在に頼る以外には道はないのだ。そしてキリストは、救いという大切な目的をご存じだったからこそ、どのような厳しさを見てもなお、毅然としてそれに立ち向かい、突破してこられている。神の御子だから当然、という視点はここにはなくて、むしろ、人間と同じになられた方が、それでもなお誘惑も弱さも突破しているということが語られている。そういう確かな救い主がいるからこそ、はかない者に過ぎない私たちもまた、前に進み続けることができる。イエスがいてくださることこそが、信仰の鍵なのだ。
 
 
ヘブル書　12:3-4
　キリストは、人々の罪によって苦しめられたけれど、救いの実現を目指して屈せずに立ち向かわれた。人は自分の罪によって自らをおとしめ、せっかく与えられている救いを邪魔しかねない。罪のことは、良い、悪いという規律の話だけでなく、それによって神の与えてくださっている幸いがどれほど壊されているのかを考えることが大切だ。そうすれば、キリストの後をたどって、罪の誘惑に抵抗する道筋を追い求めていく心が養われていくだろう。人は弱いけれど、救い主は強い。その偉大さは、私たちの先駆者として道を切り開くものであるのだ。
 
 
ヘブル書　12:5-6
　罪と戦え、と語られているのは、日々の歩みの中で忌まわしきことを離れて、聖なる神を求めることを意図していると言えるはずなのだが（15-16節などからも）、この部分を読むと、問われているのはそういう日常の罪よりもヘブル書全体が意図している信仰放棄の問題にも見える。こういうあたりが教科書や辞典として解説しているわけではない「書簡」の妙とも言える。著者は、両方のことを意識しつつ書いているのだろう。そして、神の御心を探索しつつ「説明」を加えるならば、信仰を生き、約束されている祝福を手にする上では、日々の課題も、弾圧の中で信仰を捨てかけることも、どちらも深刻な事態であって、かつ、両者は同時に襲いかかることも多く、だから、切り離して考えるよりも、双方をたたみかけるようにして警告していく方が実際の必要には合致する、ということなのだろう。解説者泣かせであるが、読者の真の必要に応えることが一番で、解説側の都合などは二の次、三の次であるのは当たり前のことだ。
 
 
ヘブル書　12:7-11
　苦境は神の訓練であるのだ、と言う。厳密に言えば、苦境そのものは神が起こしたわけではなく、神が苦しみを意図されたわけではない。だが、優しい神ならば苦境そのものを取り除いてくださればいいのに、という戸惑いと不満はしばしば語られる。この世に厳しさがあることの意味合いは改めて考えねばならないことだが、この箇所が告げるのは、そういう忌まわしき苦境ですらも神は活用されるということで、それが訓練という言葉で示されている。そして、訓練ということは、その一切を神は掌握しておられるし、不測の事態が起こらないようにちゃんと守り支えておられて、だからこそ案ずることなく、勝手に退散などせずに、果敢に立ち向かえば良い、ということになる。この格闘に関しては、大丈夫、決して玉砕などはしない。そういうことだ。
 
 
ヘブル書　12:9-10
　このあたりの言及を勝手に利用して、親が子を懲らしめるのは当然だ、という話に持っていくのは自制すべきことだ。ここで言いたいのは、神の訓練を信頼しなさい、ということであり、その論拠として、当時の社会で、親の懲らしめを全面的に受け入れている状況を提示しているのみである。空腹時にはひからびたパンでも食べる、という話は、ひからびたパンでも積極的に食べるべき、という話にはならないようなものだ。聖書の読み方として、このあたりの区別は気をつけておく必要がある。それに、ここにおいてすらすでに、肉の父は自分勝手に懲らしめる、ということが触れられているのだから。
 
 
ヘブル書　12:11
　このような呼びかけを見ていくと、ヘブル書が念頭にあるのはやはり、迫害の中で苦闘することであるように思える。世にある様々な苦しみは、もともとからしてなくて良いもの、徹底的に解消されるべきものもある。だが、神を信じるがゆえの厳しさは、もちろん、事態の打開は願うのだけれど、この世がこの世である限りは、全てが解消されることはない。世は神を憎むのだと聖書も語るのだ。だから、突き詰めていくと、苦境に生きるか、それとも神を捨てるかのどちらかしかない、という場合も出てくる。そういうときにはまさに、その一切を神ご自身が掌握されている（訓練だから）ということはとても重要な要素となる。もっと一般的な厳しさとは違う様相がある。
 
 
ヘブル書　12:11
　ちなみに、一般的な道徳面などの罪との格闘については、それも信仰を生きる上で必要なことではあるのだが、ここで言われているような訓練とか、懲らしめ、ということとはそぐわないような気がする。やはりヘブル書は、書き記しながら、その時々に、多様な事柄を思い浮かべつつ、語り聞かせているのだと言えるだろう。でもそれは、この手紙の朗読を聞いている人々にとって、信仰生活の全体を包み込むようにして語りかけられているものとして、受け止められていたはずだ。教科書的な論理のほうが分かりやすい、という声もあるのだが、私はむしろ、こういう多層的な語りかけがなされているところにこそ、聖書の醍醐味があるのだと思うのだけれど。
 
 
ヘブル書　12:12-13
　ヘブル書読者は迫害の中で厳しい局面に立たされていた。それを乗り越えていくためには二つのことが必要だと言われている。まずは身体を鍛えること。そう言えば、腰痛対策の根幹は腰の筋肉を強化することだと聞いたことがある。この場合は、心の筋肉、魂の鍛錬である。御言葉に触れ続けることで、それを源として信仰を生き、その時々に悩んだり、喜んだり、へとへとに疲れたり、互いに励まし合ったり、そういう中で、私たちの魂の筋肉は鍛えられていく。生まれたばかりの幼子であり続けるな、との言葉は（第一コリント3:2）、こういった歩みを重ねていくことで育まれる確かな力を手にして欲しいからである。入院生活は体力を減退させると言う。だから、ちゃんとリハビリをすることが必須であるのだとも。私たちの信仰生活にも、これは欠かせない。
 
 
ヘブル書　12:13
　もう一つの勧めは、まっすぐな道を作ること、と言われている。足腰が弱っているのに、あるいは戦いの中で疲れているのに、でこぼこ道を歩くのはつらいことだ。良い道を進めば、弱っている時でも進んでいくことができる。そういう環境の中ならば、回復も望める。誘惑に負ける道は、その時は安んじて見えるかもしれないが、険しい苦闘をもたらすものだ。でも、そういう混乱から離れていれば、もっと安心して歩いて行ける。どの道を選択するかの課題でもあるし、そしてまた、日頃から身の回りを掃除しておくことも大事である。疲れ果てて家にたどり着き、何か腹に入れて、バタンと寝入るためには、冷蔵庫にある程度の食材は備えておく必要があるし、そしてまた、ベッドの上にものが散乱しているような状況ではないほうが、倒れ込んで、何かの箱の角に頭をぶつける危険性は避けられるのだ。
 
 
ヘブル書　12:14-17
　迫害という苦境の中で、なお主にあって歩み続けるためには、自らの状態を整えることも大切だ。さもないと、攻撃にあっけなく崩れてしまうことにもなる。これは、強大な敵と戦う前には体調を整え、万が一にも風邪を引いたりなどしないように心する、ようなものだ。むろん、この戦いは霊的な面のものだから、整える部分も霊的なことになるのだが。だから、ヘブル書で言われていることは、コリント教会に告げられていたような、堕落しきった者への叱責の趣旨ではなくて、人々の安全、安心のための忠告として考えておいた方が良い。厳しさには二種類、いや、三種類あって、自分の基準に合わないからと違和感から叱るのと、その人の状態があまりにもひどすぎて叱責するのと、そして、相手のより良い歩みのために厳しく勧告するのとがある。最後の場合は、もしかすると、そこまで言われるほどではないという場合でも、あえて厳しく語られる場合もある。
 
 
ヘブル書　12:14
　平和を求めよ、と語られている。厳しい戦いの中で自らを律しようとする時だからこそ、その必死さが他の人に対して攻撃的な態度になる場合がある。それは実のところ、相手への厳しさではなく、自分自身を保持しようとするがための厳しさであって、十分に同情の余地があるのだが、そのままにしておくと必要のない対立が生じて、戦いがますます厳しくなってしまう。第一テモテ2章にも語られている通り、信仰をより良く生きていくためには平穏も大いに役立つ。戦いはすでに十分に厳しいのだ。だからこそ他者との平和や和解は必要だ。敵に対して、攻撃ではなくと善行を持って相手に向き合えと言われているのも、こういう平和の必要性が関係する。
 
 
ヘブル書　12:14-17
　聖められる、とあるように、自分自身をどれだけ清潔にするか、の話ではなくて、神によって導かれ、歩ませていただくことを指す言葉だ。だからその後のところには、神をないがしろにしてしまったエサウの話が出てくる。これが神との関係でなければ、自分のものをいくらで売ろうが、相手に不利益を与えない限りは自由な話だ。でもエサウはつまり、神の祝福の大切さを無視して、その意義を投げ捨てたのである。問われているのは、どれだけ罪を犯さないか、ではなくて、どれだけ神を切に慕い求めるか、である。そのことは、ヘブル書が直面する戦いにおいては最も重要な要である。
 
 
ヘブル書　12:15
　監督する、という言葉があるのはつまり、神の前に生きていこうとする者は、自分自身のことだけではなく、他の人のことも助け、支えていくのが使命だということだ。人のことをかまっている余裕はない、と言うかもしれないが、人を思いやる心こそが確かな生き様を形成するものとなりえるし、そうやって互いに支え合うことによってこそ大きな力も生み出し得るというものだ。聖さにしても何にしても、自分ひとりの問題ではないのだ。
 
 
ヘブル書　12:16-17
　エサウは、ヤコブのようなあくどさはなく、案外さっぱりとした性格であり、イサクが好んだのも分かる人なのだが、あいにく、神のことに淡泊すぎて、その重要性を意識することもなく、それこそ一杯の料理で売り払うような人だった。彼にとっては、人生全体のことよりも、今の空腹を解決することのほうが大事だったのだ。そういう姿が「俗悪」と呼ばれている。必ずしも悪事に染まっているわけではなく、大事なはずのことを放置していることが問われている。それに彼自身も後で調子の権利を失っていることを嘆いているわけで、何が大切なことなのかをよくよく考えて行動しない姿なのだ。これは神についての関心を語るものだけれど、世の中にも同様のことは多々あるわけで、それで大切な友を失ったり、愛する人を失ったり、または、仕事を失うというようなことも出てくる。悪を戒めて正しさを大事にする心構えを放っておくと、時には会社そのものがつぶれてしまうことだってあるわけであるから。
 
 
ヘブル書　12:18-29
　恐怖するなという面と、畏怖せよという面と、両方からこの著者は語りかけようとしているようだ。一方には、かつてシナイ山で人々が神の前に震え上がったような恐怖心ではなく、祝福を用意してくださっている神なのだということが語られている。と同時に、地上でのことで人々が震え上がったのなら、天のこと、永遠のことにおいて、私たちはなおいっそう切実であるべき、ということも語られている。神を敬うとは、この両面があってこそなのだ。さもないと、単に恐れて神から逃げようとしたり、反対に神をあなどって、神から好き勝手に離れていけると思い込んでしまったり、である。どちらも結局は神から遠ざかる道筋になっているところが考えさせられる。人は、何をどうしてでも神を邪魔者扱いしたがっている。それがまさに、罪の姿であるのだ。
 
 
ヘブル書　12:18-21
　モーセですら、であることを見ると、旧約において神が示されていた姿は、人々が震え上がるような威厳に満ちていたのだということが分かる。そのような姿を示さねばならないほどに、人は神を忘れきっていたということでもあろう。ただ、同じ旧約でもダビデのように神と親しく関わっていた人もあるわけで、ということは、神ご自身の威厳よりも、人間の側にこそ、人々が恐怖する原因・要因はあるのだと考えていくほうがふさわしいのだと言えそうだ。ともかくも、聖書全体は、そしてこのヘブル書は、人々が忠恐怖することに対しては強い「否」を語り、不安に思う必要はないのだということを、はっきりと指し示してくれている。この理解は決して欠かせない。
 
 
ヘブル書　12:22-24
　神に対して恐怖を覚えていた人々は、その恐れのゆえに神に従う必要性を意識していたわけだが、「しかし」とあるように、今の私たちが手にしているのは、神の守りと祝福、助けの約束であり、数限りないほどの味方の存在であり、確実な助け、救いを実現してくれる御業である。恐れからですら神から離れたりしないのなら、まして、豊かな祝福があるのにどうして離れたりするだろうか、という呼びかけである。これは聖書に時々出てくるもので、祝福の幸いを知っている者がそれを投げ捨てるなど常軌を逸しているとの理解が示されている。その通りであろうとも思う。恐怖で縛っても一時的なもの、幸いの存在を知れば、そこから離れるなんてありえないと語るのは、とりわけヘブル書のように、苦難の中で揺れている人々に対しては、力強い呼びかけになるだろうと思う。真の慰めは、単に優しく接しているだけではなく、祝福をしっかりと提供してこそ、であるのだ。
 
 
ヘブル書　12:25-29
　このような言葉は、とても厳しいものとして受け止められることが多いだろう。そうも言える。だがこの強さは、しくじる人々を断罪するためのものではなく、人々を案じ、人々を守り支えたいとの願いからのものだ。以前、公共広告で「覚醒剤やめますか、人間やめますか」というのがあった。激しい問いかけであるし、覚醒剤に手を出すことは人間をやめることだと厳しく語っているものだけれど、そこまで言い放つ理由は明らかで、事が深刻だから、何が何でも手を出してほしくないから、だ。「焼き尽くす火」とは、敵を撃滅する火ではなく、神ご自身が人を思うその心の故に、自らを激しく焼いている、という趣旨も込めて受け止めた方が良いと思う。
 
 
ヘブル書　12:26-28
　揺り動かされる、という言葉が問いかけているのは、私たちの見ているものには、永遠と呼べるものと、すぐに流れ去ってしまうもの、があるということだ。日本には「浮き世」という言葉があり、「行き交う年もまた旅人」と言われるように、流れ去るのが世の本質と受け止めようとする観念もある。だが、観念の世界ならばそれもまた趣あることと受け止められたとしても、はたして本当にそれでいいのか、と突き詰めて問われたら、人はやはり、あっさり消えてなくなることには同感しない。釈迦の教えでは流転から脱して消え去るのが幸いと説かれているのに、人々が輪廻を語る時にはむしろ、前世を思い、来世を夢見ているのだから。幸いにも、神は私たちのために揺れ動かないもの、を用意してくださっていて、それを力強く実現してくださるのだと、ここには語られている。この約束、神の御業は実に意義深いことだ。
 
 
ヘブル書　13:1-3
　神の教える生き様は、何々をしない、ということ以上に、何をするか、が問いかけられるもので、だからこの13章ではお薦めのことが告げられている。まずはもてなすこと。古来、人々は旅人を迎え入れることを基本とする社会を形成してきた。現代社会でもこれが可能かどうかは慎重であるべきだろうが、でも、人を思いやり、手助けすることの大切さは同じである。もしも人々が自分のことだけで精一杯だと言い続けるとしたら、社会は確実に崩壊する。御使いをもてなしたのは、創世記18-19章のアブラハムとロトを指しているのだろう。彼らは子どもの誕生という約束を与えられ、あるいは、いのちを救われたのである。
 
 
ヘブル書　13:3
　牢というのは、信仰の故に迫害を受けている人々のことだろうと、一般には考えられている。もっとも、何らかの悪事によって投獄されている人だとしても、罰を受けることは当然してもなお、彼らの魂のため、この後の人生のために祈り、あるいは支えようとすることは、聖書の理念からすればふさわしい。もしも神が人に対して、自業自得だから投げ捨てる、というやり方をなさったら、と考えれば、その意義は分かるはずだ。一方、迫害ゆえの話とすれば、これまた深刻なことで、こういう教えがあるということは、そういう仲間が見捨てられていることを示している。残念ながらそれはある。日本でも戦時中に弾圧された教派に対して、他のものたちは冷たかったのだということが告白されている。我が身かわいさ、を抜け出すのは容易ではない。だからこそ神は明確に告げられる。
 
 
ヘブル書　13:4
　聖書自体にも多くの事例が記録されているように、残念ながら人類の歴史は、男女関係の混乱というものをいつでも引きずっている。時代・状況、あるいはそれぞれの人によってその程度には変化があると思うが、混乱から完全に立ち直っている社会というものは、まず見られない。聖書は、この課題が払拭される可能性についてはあまり肯定的ではないようだ。だが一方で、この課題がもたらす害悪は実に大きなもので、あえて言うならば、多少の泥棒などよりも、その影響ははるかに深刻である。だからこそ、この課題について聖書は繰り返し語り、戒め、そして、良きものを追い求めよと言い続けている。
 
 
ヘブル書　13:5-6
　このつながりを見ると、人が金銭に傾倒する理由は、それがおもしろおかしいということだけではなく、そこに保護や安住を見ようとしているから、でもあるようだ。つまり、豊かであれば人生に安心を持ち得る、という趣旨だ。確かに、貧しくて、明日のパンもない状態よりは豊かである方が安心できる。でも、金銭が真の平安をもたらしてはくれないことについては、誰もがよく知っていることのはず。ルカ12:16-の話も読み直しておきたい。幸いを願うのならば、本当に頼りになるものをこそ求めるべきだ。そして、金銭はそのような信頼性も力もない。
 
 
ヘブル書　13:7
　ここで言われている指導者たちの具体的な中身は分からないが、読者の身近にいた人たちなのだろう。著者はそのことを実例として語り、人々もその姿を直接見ていたのだと思う。それは厳しいところを歩みながらも、神の助けと導きを信頼し続けたもので、回りでそれを見ていた人々も「ああ幸いなものだった」と納得するようなものであったようだ。いわばそれは11章に語られてきた姿の現代版（ヘブル書執筆時の、だから、2000年ほど前当時の現代、だが）として、読者の目の前に指し示されていたのだと言える。そう、旧約の信仰者たちの姿は、形は変わっても、今でも私たちの身近なところに、きっとその実例を見出すことができる。あたりを見回して、そういう姿を尋ね求めてみるのも良いと思う。
 
 
ヘブル書　13:8
　手紙の終わりに差し掛かっているからか、切れ切れに様々なことが単発的に語られる傾向が強くなっている。まあ、それも良し、であろう。この言葉は以前の訳では「変わることがない」となっていた。ギリシャ語によれば、「キリストはいつまでも彼自身のまま」ということだから、確かにそれは同じであるし、変わらない、ということではある。この言い方からすると、回りのものに影響されて変化したりはしない、そのままにキリストであり続ける、という意味合いも考えて良いだろう。ということが、このヘブル書の話の中で意味するところは、そう、最初に救いを約束し、事を成し遂げられたキリストは、それから時間が経っているけれども、でも、何も変わりはない、間違いなくその約束を果たしてくださるのだ、という、その点を重視していると言えそうだ。人は変わる。約束も朽ちる。だが、この方は何も変化せず、ただまっすぐにその約束を果たしてくださるのだ。「事情が変わったので」というような弁解は、キリストからは決して聞かれない。これは大きなことだ。
 
 
ヘブル書　13:9
　食物規定に関連して、何かの攻撃があって、それに反論できないまま防戦一方、であったようだ。そのことは9:10でも取り上げられていたように、何らかの節制や無用のものを避けることは、それはそれで悪いことではない。ただし、それはあくまでも一時的な手助けのため。永遠のことについては、むしろ食物規定を意識し過ぎることで、かえって本質的な課題を見落としてしまうのだ。回りから激しく言われていたとしても、それでもくじけるわけにはいかない。私たちが見ているのはキリストであり、この方は何も変わらずにおられるのであって、だとしたら、私たちばかりが早々に崩れてしまう、というわけにはいかない。それでは、頼りになる助けがあるのに、勝手に白旗を揚げているようなもの。かつてイスラエルは、そう言うことを何度もしていたのだが。とんでもないことだ、という呼びかけを、周囲一円になしていこうとするのである。
 
 
ヘブル書　13:10-13
　再び、旧約の祭壇でのことが取り上げられている。ヘブル人クリスチャンが直面していたのはユダヤ人勢力だから、この点はよくよく語り続ける必要があるのだ。ここでは、外に出される、という点が挙げられていて、大事な犠牲を払う動物は外に出されるし、だからこそキリストも外に出されたのだし、だとすれば、自分たちがユダヤ社会から疎外されることがあったとしても何も驚くことはない、のだ。世界全体が神のもとに立ち返ることで、安心して信仰を生きられるようにとの願いはとても大切であるし、皆の希求することでもあるけれど、でも、この世においてはなかなかそうはならない。であれば、今の様々なつらさは、決してこの信仰が間違っているからではないのだと、そういう慰めと励ましが、改めてまた語られている。こういう支えは、苦悩する時にこそ、ぜひとも必要なものだ。
 
 
ヘブル書　13:14
　後に来ようとしている都を求めている、というのは、死後のふわふわ浮いた世界のことではない。キリストの再臨に伴って予定されている、確かな世界のことだ。神はこの世界を新たにするのだと宣言されているのだし、だとすれば、今の世に様々な混乱があっても、絶望はしない。苦労はあって、だからため息はつくとしても、時にうめいたり、不平も言うかもしれないけれど、それでも、絶望はしない。神がおられる限り、そして、神が絶望していない限り（見放していない限り、と言うべきか）、事態は決して終わりではない。この希望を見失ってしまったら、事は動かないのである。この一節が語ることは、大事な、大事な話である。
 
 
ヘブル書　13:15-17
　賛美はつまり、キリストの約束は真実なのだ、期待できるのだという確信と宣言、告白である。そのことをきちんと語り続けることもまた、大事な励ましである。善を行うことは、自分で道を閉ざしてしまうようなことにならないように、むしろ積極的に切り開いていくために、大いに重視すべき点である。いい加減に生きていて、それで人々に福音の意義を知ってもらおうというのは、ずいぶん虫のいい話である。それから、見習える相手がいることの幸いである。教えを聞いて、その教えを実行するのは良いことだ。ただ、それではやっていけない者も多いのが人間だ。前を歩いてくれる人、引っ張ってくれる人があることは、実に力強いことなのである。大風の日に、巨漢が自分の前を歩き、背中に隠れていていい、と告げてくれるならば、ずいぶんと安心、ではないか。
 
 
ヘブル書　13:18-19
　祈って欲しい、と著者が読者に呼びかけ、求めるのは、パウロの書簡でもよく見られるものだ。確かに信仰の中身を伝えるという意味では先人の意義は大きい。初心者に迎合するようにして大事な真理を曖昧にするのは全く愚かな話だ。でも、そうやって毅然と立つためには、常識と思われてきたことも含めて、よくよく確かめ直していかねばと思う。そういう取り組みは決して容易ではない。だからこそ、祈って欲しいとの願いが、ますます強くなっていくのである。
 
 
ヘブル書　13:20-21
　つまるところ、頼る相手はキリストである。救い主であるキリストがいてくださるからこそ、様々な問題を抱えていてもなお、私たちは前を向いて歩むことができる。迫害があっても、時に自分の信仰心に自信を失ったとしても、それでもなお、いやいや大丈夫だと自らを叱咤激励しつつ、歩むことができる。単なる空元気だったら意味はない。自分をごまかしてみても、そんなものでは役に立たない。でも、キリストだけは真実であるからこそ、どうにもならない事態の中でもなお、大丈夫と言える。それだけの方であることが、この書ではずっと語られてきたのだ。時に、幼子は、自分自身の理屈よりも、親の懐に抱かれていることの安心感を優先する。だからこそ嵐の中でも眠ることができる。そして、それが正解なのだ。幼子のように神を信頼することが必要だ。それがなければ、人の歩みは頓挫してしまうだろう。
 
 
ヘブル書　13:22
　手短と言える分量かどうかは疑問もあるけれど、でも著者の思いからすれば、まだまだ書き足りないということだ。それはそうだと思う。この手紙は教説を伝えるためのものではなく、苦境にある人々を励ますためのものである。そばにいなくて、言葉しか伝えられないのであれば、いくらでも、どこまででも、語り続けたいと思うだろう。一晩中、いや、何日でも、それが人々のために励ましになり得るならば。聖書がこんなにも分厚いのは、神の思いの強さ、深さの表れでもあると思う。むろん、言葉数が多ければいいというものではない。短い言葉で伝えられるものもあるはずで、そのあたりの吟味は必要だ。でも最も大切なことは、相手を思う心、そして、神の確かさへの信頼、それが届けば、何よりである。「届け、この思い」、聖書を読むたびに、そういう心がひしひしと感じられる。
 
 
ヘブル書　13:23
　テモテの名前が出てくるので、この著者はあの時代の人であることがよく分かる。パウロはすでに殉教しているのだろうか。もっとも、釈放とあるので、テモテの場合は殉教に至るところまでの弾圧ではなく、一時的な拘束の部類であったということか。ともかく、彼が自由を取り戻すことは、苦境の中で勇気を失いつつあった人々にとっては、大きな励ましになったことだろう。そう。絶望だけではないのだ。希望はある。希望は実現する。「主の良くしてくださったことを何一つ忘れるな」という教えは、感謝の大切さというだけではなく、人々が崩れ落ちたりしないで歩み進むために必要なよりどころでもあるのだ。
 
 
ヘブル書　13:24
　イタリアから人々が来ている、とある。イタリア、つまりはローマのことだろう。帝国の中心地であるが、辺境のユダヤから見れば、ローマは地の彼方に当たる。すべての道はローマに通じる、という言葉があるが、ということは、人が道を旅して、その行き着くところ、地の果てはローマであるということもできる。「地の果てまで私の証人となる」と語られているのは、地球の裏側までという意味合いでもあろうが、当時の社会に当てはめれば、まずは道の果て、途切れるところ、ローマでもある。そして、キリストの言葉の通りに、福音は確かに地の果てまで届いている。どうにもならないと諦めつつある人々に対して、そうではないと語るのだ。あの命令はちゃんと実現して行っているのだと、そういう意味合いにも受け止められる。そして、今の私たちは、極東のこの地まで福音が届いていることを知っている。様々な課題はあるけれど、でも、神の言葉は実現して行っているのだということを、ちゃんと見ておきたい。神はご自分の言葉を成就なさる方なのだ。
 
 
ヘブル書　13:25
　定番の挨拶であるけれど、ヘブル書を読んできた者にとっては、しみじみと切望する願いではないか。神の恵みがあること、それしか、事態に対抗できるものはない。でも、この約束、恵みの約束は、遙かな昔からずっと語られ、保証されてきたものであり、多くの人々が経験済みであり、それこそ雲のように多くの証人がいるのであり、かならず届くものである。その恵みを信じ、神の御業を信じ、神の確かさを信じて、そうして、歩んでいきたい。著者の切なる願いであり、読者の切なる願いであり、そして、今の私たちもまた同様に、である。慰めと励ましは、確かに救い主、キリストにこそある。
 
 
※聖書本文は掲載していません。引用している場合は、指定のない場合は「聖書新改訳第三版」「聖書新改訳２０１７」を参照しています。
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